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本製品の使用・適用についての注意

　【１】　本製品はＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機のＩＳＡバス拡張Ｉ／Ｏスロット、またはＩＳＡバス
　　　　拡張Ｉ／Ｏボックスに装着して使用するものです。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品付属のソフトウエアは本製品利用の方法を示す例、またオプションの関連ソフト
　　　　ウエアは本製品利用の一般的便宜をはかるものであり、現在未発見のバグ存在の可能性も
　　　　含めて、運用結果についての責任は一切負えません。
　　　　　これらのソフトウエアには自身が組み込まれたシステムに故障・誤動作・事故等が生じ
　　　　た場合に起こり得る身体・生命・財産等に対する損害の回避機能はありません。　御利用
　　　　の場合は同システムの設計・制作で配慮・付加・反映させてください。

　【４】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【５】　本製品付属のソフトウエアについて当社は著作権を保持しますが、第３者の権利を侵害
　　　　しない限りにおいて、購入者は自身が制作するシステム等に自由に組み込み、販売するこ
　　　　ともできます。　但し、当社製ソフトウエアのソースコードを含むソフトウエアを第３者
　　　　に販売・移転するときは当社の文書による事前許可を必要とします。

　【６】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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本製品の構成

　　本製品は　　◆ＭＤＡ－７６１ＡＴボード、
　　　　　　　　◆入出力プラグ（アナログ、デジタル、各１個）
　　　　　　　　◆ソフトウエア格納ディスク、         　　　　以上、各１式から成ります。

　　ソフトウエア格納ディスクは標準３.５インチ（１.４４ＭＢ）またはＣＤで、動作確認用の
　プログラム、学習用のサンプルプログラム・ソース（Ｃ，およびＱｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ）、
　およびＷＩＮＤＯＷＳ（９ｘ・ＭＥ・ＮＴ、２０００、ＸＰ、および３.１用）の単機能Ｉ／Ｏ
　読み書きＤＬＬ、および取扱説明書ＰＤＦファイルが格納されています。

　（オプション）◆印刷された取扱説明書、◆回路図。

価 格 表

                                                                      （２００３年１月）
 　　　製品名 　　 価 格 　　　　　　　　　　　　　　製品の概要
 ＭＤＡ－７６１ＡＴ  ￥１１２,０００  ＦＩＦＯメモリ付１２ビット高速（絶縁型）ＤＡボード
（以下はオプション）
 ◇ 取説セット取説セット取説セット取説セット    　  ２,０００  印刷された取扱説明書＋回路図＋ＣＤＲＯＭ（ソフト、取説ファイル入）
 ◇ＤＳ０９Ｓ―１５０        ５,０００  アナログ入出力用１.５ｍケーブル（片方：プラグ／他方：バラ）
 ◇ＣＢＯＸ－１０４ 　　 １４,０００  クロック・トリガ用ＢＮＣ接続ボックス（対ボード間１ｍケーブル付）
 ◇ＣＢＯＸ－１０７ 　　 １３,０００  クロック分配ボックス（最大７スレーブ接続可能／要ケーブル）
 ◇ＣＣ０８Ｄ－１００ 　　 　３,０００  クロック分配接続用１ｍケーブル（スレーブ数だけ必要）

　《 取説セット 》　　印刷された取扱説明書＋回路図＋添付ソフト格納ディスクの３点セットは有償です。（￥２０００）
                     が、同一内容の取説ＰＤＦファイルと添付ソフトを格納したＣＤＲＯＭは無償配布しており、また
　　　　　　　　　　取説ＰＤＦファイルは当社ホームページから無償ダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜www.microscience.co.jp＞

　【ＦＩＦＯメモリ増設オプション】　該当容量素子に交換して出荷します。

　　　　             型式指定：　ボード本体型式名の末尾にＦＩＦＯメモリ容量を示す枝番を付してください。

　　　　             選択枝番：　－　８ＫＷ（　８Ｋデータ分／￥１０,０００追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　 －１６ＫＷ（１６Ｋデータ分／￥１６,０００追加）
　　　　　　　　　             　－３２ＫＷ（３２Ｋデータ分／￥３４,０００追加）
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ
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ＡＤＭ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1-1. 本製品の仕様・概要

第１章　導入・試運転

1-1. 本製品の仕様・概要

　任意波形出力や自動ループ制御に適したバッファメモリ付の（絶縁型）１２ビット高速ＤＡボード

です。　クロック同期出力・サイクルモードでは、あらかじめ書き込んでおいたＦＩＦＯメモリ内の

ＤＡデータ群を（最高８.１９２ＭＨｚの速度で）循環出力させることができます。　出力波形１サイ

クルのデータ点数がＦＩＦＯメモリ容量を超えるか無制限長の場合は、ＦＩＦＯメモリの充満状態に

よりＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ転送等を利用して逐次データを補充する非サイクルモードもあります。

　なお、出力波形振幅は別に用意されている汎用ＤＡ出力でソフト的に、または外部アナログ入力で

ハード的に制御することができます。　またクロック源の入出力機能により、ＡＤボード等と組み合

わせたアクティブな計測・制御システムが可能です。

　■ 波形ＤＡ出力部 ■

　　◇波形ＤＡ出力　：　１２ビット／１チャンネル（マスタスレーブ動作可能）。

　　◇バッファメモリ：　ＦＩＦＯ型・標準４Ｋ語（オプションで８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ語可能）。

　　◇通常出力レンジ：　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ（ジャンパ選択）、

　　◇出力モード　　　　 通常モード（通常出力レンジ）

　　　　　　　　　　　　 汎用ＤＡ出力（外部アナログ入力）との乗算モード、

　　　　　　　　　　　　 汎用ＤＡ出力（外部アナログ入力）との減算（または加算）モード、

　　　　　　　　　　　　 前２モード組み合わせの乗算・減算モード。

　　◇更新モード　　　　 クロック同期（サイクル／非サイクル）更新、または即時更新。

　■ 汎用ＤＡ出力部 ■　／／波形ＤＡ出力の振幅制御に使用可能。／／

　　◇波形ＤＡ出力　：　１２ビット／１チャンネル（独立制御）。

　　◇出力レンジ　　：　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ（ジャンパ選択）。

　■ 外部ｱﾅﾛｸﾞ入力 ■　／／波形ＤＡ出力の振幅制御に使用可能。（±１０ｖ以内・差動）／／

　■ 制御機能 ■

　　◇データ転送　　：　ＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ，通常（Single）Ｉ／Ｏ。

　　◇クロック源　　：　内部８ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ、または外部ＴＴＬ入力。

　　◇クロック値　　：　クロック源を３２ビット（16BIT×2）バイナリ・カウンタで分周。

　　◇トリガ機能　　：　ソフト（即スタート）、外部ＴＴＬ入力エッジ・またはレベル（帯域）。

　　◇割込要求要因　：　クロック（波形ＤＡ出力更新タイミング）、トリガ発生、

　　　（ソフト選択）　　サイクルモードの指定回数出力終了、汎用外部割り込みＴＴＬ入力、

　　　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリのＮＯＴ－ＦＵＬＬ、ＮＯＴ－ＨＡＬＦ－ＦＵＬＬ。

　　◇ＤＭＡ起動要因：　ＦＩＦＯメモリのＮＯＴ－ＦＵＬＬ（ソフト許可）

　　◇外部制御出力　：　クロック（波形ＤＡ出力更新タイミング）、または

　　　　　　　　　　　　ＳＹＮＣ（サイクルモードでの先頭データ位置）出力。
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1-1. 本製品の仕様・概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

                 　　　　　　　　　　　図１－１Ａ．ＭＤＡ－７６１ＡＴ機能ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイクルモードのとき）

　　　　　　　　　　　　　　　フ

　　　　　　　　　　　　　　　ォ

　　　　    　ＤＡ　　　　　  ト　　　　　　ＦＩＦＯ　　　　　　１２ビット　　　　　　　　　　　　　波形

　　　　　　  データ　　　　  カ　　　　　　 メモリ　　　　　　　　ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　 ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ｃｈ．Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　 即 　　　　　　　　　  演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時 　　　　　　　　　　算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更 　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内部基準電圧　　新 　　　　　　　　　　組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋１０ｖ 　　　　　　　　　　　　　　合

　　  ＩＳＡバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　せ　　　　　　　　外部

　　 インタフェース　　　　　　　即　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　  設     　　　　　 アナログ

　　　　　　　　　　　　　　 　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　定　　　　　　　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　 　　更

　　　　　　　　　　　　 　　　　新　　　　  １２ビット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汎用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （ｃｈ．Ｂ）

　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロック出力

　　　　　　 クロック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（またはＳＹＮＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内部クロック源

　　　　　　　分周比　　　　　　分　周　　　　　　発　振　　　　（８ＭＨｚ／オプション：８.１９２ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ソフトトリガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クロック源

　　 　（即スタート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     外部トリガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部・汎用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   割り込み入力

　　　　　　　　　　　　　【注１】　本図ではアナログ出力レンジ選択、割込要因の制御系統などを

　　　　　　　　　　　　　　　　　省略しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１－１Ａ．波形（チャンネルＡ）出力モードの選択肢

　　　　波形（チャンネルＡ）出力電圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《 詳細説明 》

 基準電圧、または乗算対象選択

          （スイッチＲＥＳＬ）

  オフセット選択

（スイッチＯＦＳＬ）

　（Ｖａ）  　　　　　　　　　　単独動作：《 ２－２項 》 　　内部基準電圧 　０ｖ

　（Ｖａ）－（Ｖｂ）　　　　　　減算動作：《 ２－３項 》 　　内部基準電圧 　チャンネルＢ出力

　（Ｖａ）－（Ｖｉｎ）　　　　　減算動作：《 ２－３項 》 　　内部基準電圧 　外部アナログ入力

　（チャンネルＢとの乗算）　　　　　　　　《 ２－３項 》 　　チャンネルＢ出力 　０ｖ

　（チャンネルＢとの乗算）－（Ｖｉｎ）　　《 ２－３項 》 　　チャンネルＢ出力 　外部アナログ入力

　（外部入力電圧との乗算）　　　　　　　　《 ２－３項 》 　　外部アナログ入力 　０ｖ

　（外部入力電圧との乗算）－（Ｖｂ）　　　《 ２－３項 》 　　外部アナログ入力 　チャンネルＢ出力

　 （Ｖａ）　：チャンネルＡ単独動作時の出力電圧

　 （Ｖｂ）　：チャンネルＢ単独動作時の出力電圧

　 （Ｖｉｎ）：外部アナログ入力電圧

　　 【注２】　チャンネルＡの乗算対象またはオフセット入力に、チャンネルＢまたは外部アナログ入力を使用

　　　　　　 する場合、演算結果が±１０ｖを超えるときの出力は保証されない。（出力素子が飽和するため）

【注３】　 外部アナログ入力範囲は最大±１０ｖ。（絶対最大定格＝±１５ｖ）
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　1-1. 本製品の仕様・概要

　　波形ＤＡ出力　：　波形出力用のチャンネルＡは内部基準電圧、ＤＡチャンネルＢ出力、外部

　　　　　　　　　　アナログ入力を組み合わせた任意の出力モードを使用できます。／表１－１

　　　　　　　　　　　例えば任意波形を（クロック同期更新モードで）出力しながらプログラム

　　　　　　　　　　上でリアルタイムにゲインを変える、すなわち振幅制御が可能です。

　　　　　　　　　　　同様に外部からのアナログ入力と乗算（変調）させたり、オフセット印加

　　　　　　　　　　（減算、または加算）も可能です。

　　汎用ＤＡ出力　：　汎用のチャンネルＢはチャンネルＡの出力制御に使用できるほか、独立し

　　　　　　　　　　たＤＡ出力として使用することもできます。　但しチャンネルＡの乗算対象

　　　　　　　　　　に設定した場合に限り、汎用出力としての使用ができません。（２－３項）

　　クロック同期　：　ソフト（即スタート）、または外部ＴＴＬエッジトリガによりクロックが

　　出力モード　　　スタート、これに同期してＦＩＦＯバッファメモリ内のデータが順番にＤＡ

　　　　　　　　　　変換（更新）出力されます。　【サイクルモード】の場合、バッファメモリ

　　　　　　　　　　内のデータ群を１サイクル分として指定回数だけ（または停止まで無限に）

　　　　　　　　　　循環出力します。　出力しようとする波形１サイクル分のデータ点数が搭載

　　　　　　　　　　メモリ容量を超えるか無制限長の場合は、ＦＩＦＯメモリの充満状態により

　　　　　　　　　　ＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ転送等を利用して逐次データを補充する非サイクル

　　　　　　　　　　モードもあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｂ．クロック同期出力・サイクルモードの動作

　　　停止操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★

　　　トリガ　　　　　　　　　★

　　　クロック

　　　ＳＹＮＣ

　　　波形出力　　　　０ｖ

　　（ｃｈ．Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  リセット

　　【注４】ＳＹＮＣ：　クロック同期出力モードのとき、波形出力ＤＡデータ群の先頭位置（１クロック幅）を示す。

　　　　　　　　　　　　サイクルモード時は繰り返し出力されるが、非サイクルモードのときは先頭＝最初のデータ

　　　　　　　　　　　　出力時のみである。なお当信号（ＴＴＬ）出力はソフト上の選択で“クロック出力”とトグ

　　　　　　　　　　　　ルになっている。

　　　　　  波形出力：　ＤＡ出力は（ｃｈ．Ａ／ｃｈ．Ｂ共に）電源ＯＮ、パソコンリセット操作、または本ボードの

　　　　　　　　　　　ソフト的リセット操作により初期値＝０ｖとなる。　以後はＤＡ出力操作（またはクロック）に

　　　　　　　　　　　より更新された出力値が次の更新まで保持（ラッチ）される。
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1-1. 本製品の仕様・概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

　 出力速度　　 ：　　クロック同期サイクルモードのときは全て本ボードの自動運転ですから、

　　　　　　　  　　パソコン側の速度に関係なく常に最高速度（８.１９２ＭＨｚ）が可能です。

　　　　　　  　　　非サイクルモードのときはパソコン側からボード上のメモリに逐次データを

　　　　　　　  　　補給する必要から、データ転送速度・ＦＩＦＯメモリ容量・総データ点数で

　　　　　　　　　  可能な最高速度が決まります。

　　　　　　　　　表１－１Ｂ．クロック同期・非サイクルモード時の最高速度例

 ﾊﾟｿｺﾝCPU→ 　　　　 ４８６／６６ＭＨｚ 　　 Ｐｅｎｔｉｕｍ／１００ＭＨｚ

 データ数→  ８Ｋ語 １６Ｋ語 ２４Ｋ語 ３２Ｋ語  ８Ｋ語 １６Ｋ語 ２４Ｋ語 ３２Ｋ語

 ポーリング  ３７０ K  ２９０ K  ２８０ K  ２６０ K  ８８０ K  ６６０ K  ６１０ K   同左

 割り込み  ２４０ K   同左   同左   同左  ５６０ K   同左   同左   同左

 ＤＭＡ  ２５０ K  １２０ K  １００ K   同左  ２９０ K  １９０ K  １６０ K   同左

　　　　　　【単位：ｓｐｓ】＝ｓａｍｐｌｅｓ／ｓｅｃ

　　同期運転　　：　　マスタ機のクロック出力をスレーブ各機のクロック源入力に接続します。

　　　　　　　　　　　マスタ機に対するソフト（即スタート）トリガ、または外部トリガ入力

　　　　　　　　　　によりクロックがスタート、全スレーブ機がこれに同期して各自のＦＩＦＯ

　　　　　　　　　　メモリ内ＤＡデータを更新出力する動作となります。（３－２０項．参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｃ．マスタスレーブ接続（最大７スレーブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ　　　　　　　　　　 波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　  波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　波形出力

　　【注】　マスタ機のクロック出力を直接入力できるスレーブ数は使用する最高クロック値の制限を受ける。

　　　　　　この数は◇８ＭＨｚのとき３枚、◇４ＭＨｚのとき５枚、◇１ＭＨｚのとき７枚。（波形が鈍るため。）

　　　　　　なお、マスタ機からクロックを供給されたスレーブのクロック出力を他のスレーブに供給可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、通過遅れ＝約２５０ｎｓ）
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1-1. 本製品の仕様・概要

　■ アナログ仕様 ■　（◇：ＤＡ出力チャンネルＡ，Ｂ共通）【ｍａｘ：最悪値、他は代表値】

　　◇セトリング　：　１μｓ（０.１％ＦＳ到達、負荷容量＝１００ｐＦのとき）

　　◇非直線性　　：　０.０５％ＦＳ（±２ＬＳＢ）ｍａｘ

　　◇温度ドリフト：　２０ｐｐｍ／℃

　　◇グリッチ　　：　３０ｎｖｓ

　　◇最大駆動負荷：　容量１０００ｐＦ以下、抵抗５ＫΩ以上（電流２ｍＡ以下）

　　☆アナログ入力：　最大±１０ｖ（絶対最大定格±１５ｖ）

　　■ その他 ■

　　◇ＤＡデータコード：オフセットバイナリ、または２の補数（ソフト指定）

　　◇Ｉ／Ｏアドレス　：上位１２ビットをディップスイッチ設定（１６ポート占有）

　　◇動作温度範囲　　：　　０～＋４５℃（結露しないこと）

　　◇保存温度範囲　　：－１０～＋８０℃（　〃　〃　〃　）

　　◇基板寸法　　　　：　２６８.６Ｌ×１１４.３Ｈ（突出部、カードエッジを含まず）

　　◇電源・消費電流　：＋５ｖ／１.３Ａ（ｍａｘ：１.５Ａ）

　　◇入出力コネクタ　　　 ＤＡ出力：９ピンＤ－ＳＵＢ型（ハンダ付用プラグ添付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波形（ch.Ａ）出力はＢＮＣ端子にも接続可能。

　　　　　　　　　　　　　 制御信号：８ピンＭＩＮＩ－ＤＩＮ型（１ｍ長ケーブル添付）

　　◇オプション　　　：　 制御信号（クロック入力、トリガ入力、汎用割込入力）用のＢＮＣ

　　　　　　　　　　　　 接続ボックス、クロック分配用接続ボックス、ケーブル等。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１－５項．参照）

　  添付ソフトウエア

　　◇ＭＳ－ＤＯＳ　：　波形出力用Ｃハンドラ（ＬＩＢ）、

　　　　　　　　　　　　ＣおよびＱｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃでの学習用サンプルソース。

　　◇ＷＩＮＤＯＷＳ：　ＷＩＮＤＯＷＳ－９５、ＮＴ、およびＷＩＮＤＯＷＳ（3.1）用の

　　　　　　　　　　　　単純Ｉ／Ｏ命令実行ＤＬＬ。
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1-2. ボード上の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

1-2. ボード上の設定

　　本ボード上の設定はアナログ（ＤＡ）出力範囲、乗算・減算組み合わせ、およびＩ／Ｏベース

　アドレス値だけです。　割り込みやＤＭＡの設定（使用は任意）はソフトウエア上で行います。

　　　　　　　　　　　　図１－２Ａ．ボード上の設定対象位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＡ２　　　　　　　　　　　　　　　　  ＴＭＡ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＧＡ　 ＴＭＡ４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＡ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                          ＴＭＢ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ＲＥ　　　　 ＯＦ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＢ２　　 　　ＳＬ　　　　 ＳＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＢ１　　　　　　　　　　　　　　  ＣＮＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＧＢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｒ２１　　 Ｒ２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＷ１　ＳＷ２　ＳＷ３　　　　 　ＣＮ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＣＮ２

　（この間は縮小表示）

　◇ＣＮＡ：ＤＡチャンネルＡ出力《ＢＮＣ》

　◇ＣＮ１：アナログ入出力《９ピンＤ－ＳＵＢ》　  　　　　　 １－４項

　◇ＣＮ２：制御信号入出力《８ピンＭＩＮＩ－ＤＩＮ》

　◇ＴＭＡ１～４　：ＤＡチャンネルＡ用調整トリマ（再調整：６－２項）

　◇ＴＭＢ１～３　：ＤＡチャンネルＢ用調整トリマ（再調整：６－２項）

　◇Ｒ２０，Ｒ２１：アナログ入力終端抵抗（出荷時：１０ＭΩ）

　◇Ｒ２２　　　　：アナログ入力ゲイン設定抵抗（出荷時：未実装＝ゲイン１）

　◆ＳＷ１，２，３：Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１，Ｅ】／１－３項

　◆ＲＧＡ　：ＤＡチャンネルＡの出力範囲設定【出荷時：３】（±１０ｖ）　　／２－２項

　◆ＲＧＢ　：ＤＡチャンネルＢの出力範囲設定【出荷時：１】（０～＋１０ｖ）／２－２項

　◆ＲＥＳＬ：ＤＡチャンネルＡの乗算対象設定【出荷時：１】（固定基準）／２－３項

　◆ＯＦＳＬ：ＤＡチャンネルＡの減算対象設定【出荷時：１】（０ｖ）　　／２－３項

　　図１－２Ｂ．乗算・減算設定　　 ＲＧＡ

　　（拡大図）　　　　　　　　　　 ＲＧＢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＲＥＳＥＬ

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＦＳＥＬ



13

ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 1-3. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

1-3. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

　本機の制御・操作は全て（ＩＳＡバス上の）ハードウエアＩ／Ｏ空間に割り付けられます。

　ＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではパソコン本体内デバイスおよび重要な周辺機器・拡張ボードの使用

するＩ／Ｏアドレスが０００ｈ～３ＦＦｈにマッピングされています。　このＩ／Ｏアドレス線は

１６ビット（ＡＢ 15～ＡＢ 0）ですが､全んどのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではＡＢ 9～ＡＢ 0のみを

デコード（ＡＢ 15～ＡＢ 10を無視）しているため上位のアドレス空間（１ＫＢごとに）イメージ

が生じることに御留意ください。　本機の出荷時設定は０１Ｅ、したがって０１Ｅ０～０１ＥＦの

アドレスを占有します。　他のボードや周辺機器と重複しない値を御使用ください。

　　　　　　　　　　　　図１－３．Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

   アドレス線 →   AB15 ～ AB12    AB11 ～ AB8     AB7 ～ AB4         AB3 ～ AB0

                       SW1            SW2             SW3

　　ディップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ボード内で

  　スイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  複数のアドレスを使用

  　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （３－４項．参照）

   出荷時設定 →        ０              １             Ｅ           　固定デコード

　

　　　　　　　　　表１－３．ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機システムの（代表的な）Ｉ／Ｏアドレスマップ

Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ（hex） 　　本体内デバイス、主要周辺機器 　本機で運用の可否 　　　他社の使用例、等

　０００～０１Ｆ 　ＤＭＡコントローラ１ 　　  ×　不可

　０２０～０３Ｆ 　割り込みコントローラ１ 　　　×　不可

　０４０～０５Ｆ 　タイマ 　　　×　不可

　０６０～０６Ｆ 　キーボード・コントローラ 　　　×　不可

　０７０～０７Ｆ 　リアルタイム・クロック、ＮＭＩ 　　　×　不可 　某社の本体システムで使用

　０８０～０９Ｆ 　ＤＭＡページレジスタ 　　　×　不可

　０Ａ０～０ＢＦ 　ＮＭＩマスクレジスタ 　　　×　不可

　０Ｃ０～０ＤＦ 　　　×　不可 　ＤＭＡコントローラ２

　０Ｅ０～０ＦＦ 　　　×　不可 　ＮＤＰ

　１００～１６Ｆ 　　　◎【推奨】 　ＨＤＤコントローラ

  １７０～１７７   ＩＤＥコントローラ２       ×　不可

　１８０～１ＥＦ       ◎【推奨】

  １Ｆ０～１Ｆ７   ＩＤＥコントローラ１       ×　不可

　２００～２０Ｆ 　ゲームＩ／Ｏ 　　　×　不可

　２１０～２１７ 　拡張ユニット 　　　×　不可

　２２０～２６Ｆ 　　　○【可能】

　２７８～２７Ｆ 　プリンタ２ 　　　×　不可

　２８０～２ＡＦ 　　　○【可能】

　２Ｂ０～２ＤＦ 　ＥＧＡ 　　　×　不可

　　　　　２Ｅ１ 　ＧＰＩＢ 　　　×　不可

　２Ｅ２～２Ｅ３ 　データアクイジョン 　　　×　不可

　２Ｆ８～２ＦＦ 　シリアルポート２ 　　　×　不可

　３００～３１Ｆ 　プロトタイプ・ボード 　　　○【可能】 　他社の標準設定と競合し易い

　３２０～３２Ｆ 　ＨＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３６０～３６Ｆ 　ＰＣネットワーク 　　　×　不可

　３７８～３７Ｆ 　プリンタ１ 　　　×　不可

　３８０～３８Ｆ 　ＳＤＬＣ，バイシンク２ 　　　×　不可

　３９０～３９３ 　クラスタ 　　　×　不可

　３Ａ０～３ＡＦ 　バイシンク１ 　　　×　不可

　３Ｂ０～３ＢＦ 　モノクロディスプレイ、プリンタ 　　　×　不可

　３Ｃ０～３ＣＦ 　ＥＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｄ０～３ＤＦ 　ＣＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ０～３Ｆ７ 　ＦＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ８～３ＦＦ 　シリアルポート１ 　　　×　不可
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1-4. 入出力コネクタ・ピン接続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

1-4. 入出力コネクタ・ピン接続

　本機のアナログ入出力には９ピンのＤ－ＳＵＢコネクタ、また制御信号入出力には８ピンのミニ

ＤＩＮコネクタが使用されています。　ＤＡ出力チャンネルＡ（波形出力用）は特にＢＮＣコネク

タ（ＣＮＡ）にも接続されており、都合の良い側を使用できます。

　　表１－４．入出力コネクタ

　　　　適　用 　  　 本ボード上のコネクタ        【製造社名】　　　対外部接続プラグ　　【添付の有無】

 ＤＡチャンネルＡ専用  標準ＢＮＣ  標準ＢＮＣ【添付されません】

 全アナログ入出力  １７ＬＥ-１３０９０-２７(Ｄ４ＡＢ)【ＤＤＫ】 １７ＪＥ-２３０９０-０２（Ｄ８Ａ）【添付】

 制御信号入出力  ＴＣＳ７９３０-１８-４０１        【ホシデン】 １ｍシールド線付専用プラグ　　 【添付】

　　　　　　　図１－３Ａ．アナログ入出力コネクタ（ＣＮ１）ピン接続

　　　　　　信号名　　　　　　ピン番号　　　　ピン番号　　　　　　信号名

　　ＤＡﾁｬﾝﾈﾙＡ出力　Ｖ A　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　６　　　 Ａ－ＣＯＭ（ｱﾅﾛｸﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ）

　　ＤＡﾁｬﾝﾈﾙＢ出力　Ｖ B　　　　２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　７　　　 Ａ－ＣＯＭ（　〃　  〃  ）

　　差動アナログ入力 Ｖ INH　　　３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　８　　　 Ａ－ＣＯＭ（　〃　  〃  ）

　　差動アナログ入力 Ｖ INL　　　４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　９　　　 Ａ－ＣＯＭ（　〃　 〃   ）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ５

　　　　　　【注】アナログ入出力回路はフォトカプラによりＩＳＡバス側と絶縁されています。

　　　　　　　　　（Ａ－ＣＯＭ～ＤＧ間は絶縁されている。）

                          図１－３Ｂ．制御信号入出力コネクタＣＮ２ピン接続＆リード線色

　　　　　　　　　　　　             （2000/04/24 以降集荷分から【新】リード線色に変更）

                                      

                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧）  【新】

                  3　　　　　　　 ピン１：割り込み入力　 ＩＮＴ－ＩＮ　（茶）→【茶】

            6           1　　　　 ピン２：グランド　　　 ＤＧ　　　　　（赤）→【赤】

                  4　　　　　　　 ピン３：トリガ入力　　 ＴＲＧ－ＩＮ　（橙）→【黄】

            7　　　　　　　　　　 ピン４：グランド　　　 ＤＧ　　　　　（黄）→【緑】

                        2　　　　 ピン５：クロック源入力 ＣＬＫ－ＩＮ　（白）→【青】

            8　　　　　　　　　　 ピン６：グランド　　 　ＤＧ　　　　　（青）→【灰】

                  5               ピン７：クロック出力　 ＣＬＫ－ＯＵＴ（紫）→【白】

                                  ピン８：グランド　　 　ＤＧ　　　　　（灰）→【黒】

　　　　　　　　　　　　　　　１ｍ長シールドケーブル（標準添付）　　　　　　　　  バラ
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1-5. 入出力接続オプション

　◆ＣＢＯＸ－１０４　：　クロック入出力、外部トリガ入力、外部割り込み入力をＢＮＣ接続

　　　　（￥14,000）　　するための接続ボックス（対ボード接続用１ｍケーブル付）です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇寸法＝５０Ｗ×９０Ｌ×２６Ｔ／突出部含まず。

　◆ＣＢＯＸ－１０７　：　複数の本ボードをマスタスレーブ接続するためのクロック分配接続

　　　　（￥13,000）　　ボックス（対ボード接続用１ｍケーブル付）です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇寸法＝５０Ｗ×９０Ｌ×２６Ｔ／突出部含まず。

　◆ＣＣ０８Ｄ－１００：　ＣＢＯＸ－１０４またはＣＢＯＸ－１０７とスレーブ機を接続する

　　　　 （￥3,000）　　ための専用１ｍケーブルです。　なお当ケーブルは各ＣＢＯＸに添付

　　　　　　　　　　　　される対（マスタ）ボード接続用と同一のストレート・ケーブルです。

　　　　　　　　　図１－５Ａ．単独、またはスレーブ機１枚を接続する場合

　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＢＯＸ－１０４

　　　　　　　マスタ　　　　　　　　　　 波形出力

                                  CN2     １ｍケーブル（CBOX-104 付属）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    INT-I　　　　  TRG-I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　　 波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MASTER

　　　　　　　　　　　　　　　　  CN2　  １ｍケーブル　　　　　　　　SLAVE

　　　　　　　　　　　　　　　　　       （CC08D-100）

                                                              CLK-I   CN ２   CLK-O

　　　　　　　　　　　　　ＣＢＯＸ－１０４の各コネクタ（各信号はＴＴＬレベル）

　　　　　　　　　　　　　◆ＣＬＫ－Ｉ　：外部クロック源入力

　　　　　　　　　　　　　◆ＣＬＫ－Ｏ　：クロック出力

　　　　　　　　　　　　　◆ＴＲＧ－Ｉ　：外部トリガ入力

　　　　　　　　　　　　　◆ＩＮＴ－Ｉ　：外部割り込み入力（汎用）　　　　    ＢＮＣ

                          ◆MASTER-SLAVE：スレーブ機へのクロック配給用

　　　　　　　　　　　　　◆ＣＮ２　　：　対ＭＤＡ－７６１ＡＴ接続（単独、またはマスタ）

　　　　　　　　　　　　　◆ＣＮ２　　：　対クロック分配ボックス接続用（図１－５Ｂ参照）
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　　□■ マスタスレーブ接続 ■□　　マスタ機のクロック出力をスレーブ各機の外部クロック源

　　　　　　　　　　　　　　　　　入力に接続することにより同期運転が可能です。

　　　スレーブ機＝１枚のとき：　　　【ＣＢＯＸ－１０４】＋【ＣＣ０８Ｄ－１００】で接続す

　　　　（図１－５Ａ参照）　　　　　　　　　　　　　ることができます。

　　　スレーブ機≧２枚のとき：　　　【ＣＢＯＸ－１０４】＋【ＣＢＯＸ－１０７】＋スレーブ

　　　　（図１－５Ｂ参照）　　　　数分の【ＣＣ０８Ｄ－１００】で接続することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、マスタ機が内部クロック源を使用し、外部トリガや

　　　　　　　　　　　　　　　　　外部割込みを使用しないときは【ＣＢＯＸ－１０４】が不要

　　　　　　　　　　　　　　　　　になります。　すなわち図１－５Ｂで【ＣＢＯＸ－１０７】

　　　　　　　　　　　　　　　　　のＣＮ２をマスタ機に直結することができます。

　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ                図１－５Ｂ．スレーブ機２枚以上を接続する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　マスタ　　　　　　　　　　 波形出力

                                  CN2    １ｍケーブル（CBOX-104 付属）      CBOX-104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 INT-I　　　　　 TRG-I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　　 波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MASTER

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　  １ｍケーブル　　　　　　　　SLAVE

　　　　　　　　　　・　　　　　　      （CC08D-100）

                    ・                                        CLK-I   CN ２   CLK-O

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １ｍケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  CN ２

　　　　　　スレーブＭ　　　　　　　　　 波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　  ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　 １ｍケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　 １～７任意のコネクタに接続　　　　 ３　  ４

　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　 波形出力　　　　　　　　　 ５　  ６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　 １ｍケーブル          CBOX

                                                              -107

　【注】　スレーブ機のＣＮ２を直接“マスタ機のＣＮ２”または“ＣＢＯＸ－１０４のＣＮ２”

　　　　に誤まって接続すると故障の原因になります。　添付またはオプションの専用ケーブルは

　　　　ストレートなので《ＣＬＫ－Ｏ》出力同志が衝突するためです。
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1-6. 論よりＲＵＮ（試運転・動作確認）

　以下の手順で試運転してください。　動作に不具合いがあるときは１－２項，１－３項に記され

たボード上の設定を確認してください。　それでも不明なときは本書巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】に

システム情報を御記入のうえ当社技術部までＦＡＸしてください。　迅速に応答する体制となって

います。　なお、ＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップにつな

がりますから事前にＦＡＸしてください。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項，１－３項）とします。

　②　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張

　　（ＩＳＡバス用）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。

　　　このとき注意することは、

　　　◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた

　　　　ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　　◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、

　　　　（油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて

　　　　しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

　　　◆　イクステンダ等により本ボードをＩ／Ｏスロットから引き出した状態では誤動作を

　　　　起こすこともありますから、必要以外は使用しないでください。

　　　◆　同時に使用する他のＩ／Ｏボードがあり、これに設定されているＩ／Ｏアドレスが

　　　　本ボードの（出荷時）設定と重なる場合は、本ボードのＩ／Ｏベースアドレスをシス

　　　　テムの許す範囲で変更・設定してください。　その場合は、試運転プログラムの冒頭

　　　　で本ボードのＩ／Ｏベースアドレスを初期値から変更した値に設定する必要がありま

　　　　す。【１－３項．参照】

　　　　　なお試運転プログラムでは、割り込み・ＤＭＡを使用していません。

　③　図１－６のように、本ボードのＤＡチャンネルＡ出力をオシロスコープ入力に、チャンネ

　　ルＢ出力をデジタル電圧計入力（オシロスコープでもＯＫ）に接続します。

　④　以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体

　　を最後に行います。　電源切断は逆順序です。
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　　　　　　　　　　　　図１－６．動作確認用の測定機接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チャンネルＡ）　　　　　　 IN　　 オシロ

　　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコープ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チャンネルＢ）　　　　　   GND

                                   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    HI

　　　　　　　　　　　（ピン番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デジタル電圧計

　　◆チャンネルＡ出力：　１番　　　　　　　　　　　　　　　　　    LO

　　◆アナロググランド：　６番　　　　　  コネクタ

　　◆チャンネルＢ出力：　２番　　　　　  ＣＮ１（１－４項．参照）

　　◆アナロググランド：　７番

　＝＝ 運転 ＝＝　　試運転・動作確認用プログラム“７６１ＱＢ１”を使用します。

　　　　　　　　　　本プログラムはＭＳ－ＤＯＳ版です。　御利用に先立ち、添付のソフトウ

　　　　　　　　　エアをインストール（４－１項）しておく必要があります。　また当プログ

　　　　　　　　　ラムのソース（Quick-Basic）も同名（拡張子：BAS）で添付されています。

　　　　　　　　　　　なお、“７６１ＱＢ１．ＥＸＥ”は日本語モードでは正常な表示ができ

　　　　　　　　　　ないので、英語モードに切り替えてから“７６１ＱＢ１．ＥＸＥ”を呼ぶ

　　　　　　　　　　“７６１ＱＢ１．ＣＯＭ”を使用してください。

　　⑤　テスト・システムの電源を投入し、ＭＳ－ＤＯＳを立上げます。

　　⑥　試運転・動作確認用のプログラム“７６１ＱＢ１”を読み込み・実行します。

　　⑦　メニュ－から動作モードを選択、パラメータを指定して実行します。

　　　　◆即時更新出力：　Ａ，Ｂ，各チャンネルの出力データ（digit 値）を指定、出力する。

　　　　 （PROMPT）

　　　　◆サイクル出力：　１周期のデータ点数、繰り返し回数、クロック値を指定、実行する。

　　　　（CIRCULAR）　 サイン波データを生成、ボード上のＦＩＦＯバッファに転送、指定

　　　　　　　　　　　　回数（周期数）・循環出力される。　なお、回数＝０に設定すると、

　　　　　　　　　　　　【5.STOP】操作まで無限出力される。

　　　　◆非サイクル出力：　全データ点数、およびクロックを指定、実行する。

　　　　（Non-CIRCULAR）　　指定点数で１周期となるサイン波データを生成、指定クロックで

　　　　　　　　　　　　　パソコン側から１回だけ（ＦＩＦＯバッファを通して）転送・出力

　　　　　　　　　　　　　される。

　　⑧【4.START】で動作開始、【5.STOP】で中止します。
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第２章　アナログ入出力

2-1. アナログ入出力端

　本機のアナログ入出力回路はフォトカプラによりパソコン（ＩＳＡバス）側から絶縁されており、

耐雑音性の構造となっています。　アナログ回路用の電源はパソコン側のロジック電源（＋５ｖ）

から絶縁型のＤＣ－ＤＣコンバータにより±１５ｖを得ています。

　また、全入出力端子にはＥＭＩフィルタ（高周波輻射防止用）が挿入されています。

　　　　　　　　　　　　　　図２－１Ａ．アナログ入出力構造

　（ＩＳＡバス側）

　　　 　　　　　　 フ　　　            　　 　ＤＡＣ　　　演　　　　 　 チャンネルＢ

　　　 ＤＡデータ　 ォ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 算

　　　 　　　　　　 ト　　　　 FIFO メモリ　　　ＤＡＣ　　　・  　　　　  チャンネルＡ

　　　 　　　　　　 カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 組

　　　 　　　　　　 プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合

　　　 　制御　　　 ラ　　　  （即時更新）　　　　　　　　 せ    　　　　アナログ入力

　　　＋５ｖ  　　絶縁型　　　＋１５ｖ

　　　　　　　　　DC-DC　　　 －１５ｖ

　　　　　　　　　〃 〃　　　 ＋　５ｖ

　　 アナログ出力　　　　ＤＡチャンネルＡ，Ｂ，共にオペアンプによる電圧出力です。

　　　　　　　　　　　　 接続できる負荷は抵抗５ＫΩ以上（最大負荷電流２ｍＡ）、また本機

　　　　　　　　　　　 は容量性負荷（最大１０００ｐＦまで）にも強い出力回路となっていま

　　　　　　　　　　　 すが、長距離をシールドケーブル等で接続するときは御注意ください。

　　　　　　　　　　　　 駆動能力を超えた容量性負荷を接続すると出力電圧が不安定になった

　　　　　　　　　　　 り、発振することがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　【注】　一般的なツイストペア線やシールド線は１ｍ当り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０～７０ｐＦの容量があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２－１Ｂ．アナログ出力端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 負荷

　　　　　ＤＡＣ　　　　 OPA　　　　 Ｖ A or Ｖ B

　　　 （ラッチ付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ－ＣＯＭ

　　　　　　　　　　　　（グランド）　　　　　　　　　　　　　　1000pF 以下／５ＫΩ以上
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　 アナログ入力　　　ＤＡ出力チャンネルＡはボード上のスイッチ【ＲＥＳＬ，ＯＦＳＬ】設定

　　　　　　　　　　によって外部アナログ入力を基準電源（乗算）したり、オフセット（減算）

　　　　　　　　　　印加したりすることができます。　詳細は２－３項。

　　　　　　　　　　　アナログ入力は入力範囲±１０ｖ、差動型です。　入力端には１０ＭΩの

　　　　　　　　　　終端抵抗（Ｒ 20，Ｒ 21）が実装されています。 また抵抗器１本（Ｒ 22）の

　　　　　　　　　　追加実装により利得をとることもできます。

　　　　　　　　　図２－１Ｃ．アナログ入力端の接続（差動／電圧入力の接続）

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 差動信号源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INH

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 20

　　　　　　　　  Ｒ 22　　　　　　　　Ａ-ＣＯＭ

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INL

　　　　　　図２－１Ｄ．アナログ入力端の接続（シングルエンド／電圧入力の接続）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   シングルエンド

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    信号源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INH

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 20

　　　　　　　　　Ｒ 22　　　　　　　　Ａ-ＣＯＭ

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INL

　　　　　多くの電圧源はホットラインとグランドから成るシングルエンド（不平衡）形式

　　　　です。　上図２－１Ｄが適用できるでしょう。　なお、Ａ－ＣＯＭをＶ INL 側では

　　　　なく、点線のようにＶ INH 側に接続すると極性を反転させることができます。

　【注１】　アナログ入力範囲は±１０ｖ、絶対最大定格は±１５ｖです。　これ以上の電圧を

　　　　　印加すると故障の原因となります。

　【注２】　終端抵抗Ｒ 20，Ｒ 21（各１０ＭΩ）は入力オペアンプの飽和や不安定化を防止する

　　　　　ものです。

　【注３】　アナログ入力の利得は１ですが、Ｒ 22（未実装）を追加実装することにより利得を

　　　　　をとることもできます。

　　　　　　◆利得 Ｇ ＝ １＋（５０ＫΩ／Ｒ 22）

　　　　　　なお当抵抗Ｒ 22の精度、温度係数はそのまま入力に反映されるので注意が必要です。
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　　電流入力　　　 ４～２０ｍＡ等の電流源から入力するときは終端抵抗（Ｒ 20またはＲ 21）を

                 電流→電圧変換抵抗として適当な値に交換することで対処できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆入力電圧 Ｖ in ＝ Ｉ × Ｒ 20

　　　　　　　　　　　Ｉ＝４～２０ｍＡ、

　　　　　　　　　　　Ｒ＝２５０Ω　なら、　　 Ｖ in ＝ （４～２０ｍＡ）× ２５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ １～５ｖ

　　　　　　　　　【注４】　当電流→電圧変換抵抗の精度・温度係数はそのまま入力に反映され

　　　　　　　　　　　　　ます。　また発熱による温度上昇を抑えるためには定格（ワット数）

　　　　　　　　　　　　　が大きめの素子を選択した方が有利です。（１／２Ｗ型が適当。）

　　　　　　　　　　図２－１Ｅ．アナログ入力端の接続（電流入力の接続）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   電流源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INH

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 20

　　　　　　　　　Ｒ 22　　　　　　　　Ａ-ＣＯＭ　　　　　　　Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ 21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ INL

　　　　

　　　　　なお、Ａ－ＣＯＭをＶ INL 側ではなく、点線のようにＶ INH 側に接続し、電流→

　　　　電圧変換抵抗をＲ 21に変えると極性を反転させることができます。
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2-2. アナログ出力範囲・レンジ設定

　チャンネルＡ，Ｂ，各単独のＤＡ出力範囲はボード上のロータリースイッチＲＧＡ（ﾁｬﾝﾈﾙＡ）、

およびＲＧＢ（ﾁｬﾝﾈﾙＢ）で選択・設定します。（表２－２Ａ ）

　出荷時は、

　　　　　　　　◆チャンネルＡ（波形出力用）：　±１０ｖ　　《ＲＧＡ＝３》、

　　　　　　　　◆チャンネルＢ（汎用）　　　：　０～＋１０ｖ《ＲＧＢ＝１》　です。

　【注】チャンネルＡ，Ｂ，および外部入力との演算動作時の出力については次２－３項を参照。

　　　表２－２Ａ．各チャンネル単独動作時のＤＡ出力範囲選択【当社標準＝Ａモード】

 選択スイッチ設定  公称出力範囲 【モード】　　実際の出力範囲  分解能（mv/digit）

　１  ０～＋１０ｖ  【Ａ】　　　     0 ～ +10.2375     2.5

　１  ０～＋１０ｖ      【Ｂ】　     0 ～ + 9.9976     2.44 ･････

　　　２  ０～＋５  ｖ 【Ａ】　　　      0 ～ + 5.11875     1.25

　　　２  ０～＋５  ｖ     【Ｂ】        0 ～ + 4.9988 　　1.22 ･････

　　　　　３      ±１０ｖ 【Ａ】      -10.240 ～ +10.2350     5.0

　　　　　３      ±１０ｖ     【B】   -10.000 ～ + 9.9951 　　4.88 ･････

　　　　　　　４      ±５  ｖ 【Ａ】      - 5.120 ～ + 5.1175     2.5

　　　　　　　４      ±５  ｖ     【Ｂ】  - 5.000 ～ + 4.9976 　　2.44 ･････

　５～１２ 　　未使用  未使用

　　実際の出力範囲　　　　公称出力範囲を正直に本機の分解能（１／４０９６）で実現すると、

　　　　　　　　　　　　１ digit 当りの電圧値が半端な割り切れない値となってしまいます。

　　　　　　　　　　　　　これを【Ｂモード】と称します。／表２－２Ａではマスク表示。

　　　　　　　　　　　　　そこで、ＤＡ出力回路の利得を微調整して、１ digit 当りの電圧値を

　　　　　　　　　　　　切りのよい値にすると便利です。

　　　　　　　　　　　　　これを【Ａモード】と称して、当社の出荷時標準としています。

　　　　　　　　　　　　　前述の【Ｂモード】で使用したい場合は再調整が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６－２項．参照）

　  出力範囲の変更　　　  本機のＤＡ出力回路は高精度の素子を使用しているので、出力範囲の

　　　　　　　　　　　  選択スイッチ切り替えによる再調整の必要は全んどありません。

　　　　　　　　　　　　  当社では常温で製造・調整時（出荷時設定）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇チャンネルＡ：±１０ｖ　　《ＲＧＡ＝３》、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇チャンネルＢ：０～＋１０ｖ《ＲＧＢ＝１》　において

　　　　　　　　　　　  ±０.０８７％ＦＳの精度（正確度）に調整されていますが、任意の出力

　　　　　　　　　　　  範囲に（スイッチで）変更した場合の精度は±０.１０７％ＦＳです。

                          なお、経年変化のデータや保証はありません。

　　特定範囲の調整　　　  出荷時設定以外の出力範囲で±０.１０７％ＦＳ以上の精度を求める

　　　　　　　　　　　  ときは６－２項に従って再調整してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （最良値±０.０７５％ＦＳ程度まで可能）

                       　◆御希望により当社で再調整を（有償で）お請けいたします。
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　　伝達関数　　　本機１２ビットＤＡの分解能は“２の１２乗分の１”ですから、ＤＡデータと

　　　　　　　　アナログ出力電圧の関係は以下のようになります。（各チャンネル単独動作時）

　　　　　　　　　◆分解能　　　Ｒｅｓ＝Ｖ span÷4096　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＤＡデータ　Ｄ da＝Ｖ out÷Ｒ es　　　　　［digit］ ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ da＝（Ｖ out÷Ｒ es）＋2048［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆出力電圧　　Ｖ out＝Ｄ da×Ｒ es　　　　　［ｖ］　　／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ out＝（Ｄ da－2048）×Ｒ es［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　　　【注】　Ｖ span はＤＡ出力範囲の絶対幅です。　具体的には表２－２Ａの

　　　　　　　　　　　　　範囲に１ digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの

　　　　　　　　　　　　　公称±１０ｖなら２０.４８０ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。

　　　　　図２－２Ａ．バイポーラ出力　　　　　　　　　 図２－２Ｂ．ユニポーラ出力

　　　　　　　　　　　　【Ａモード】　　　　　　　　　　 　　　　　　【Ａモード】

     FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FFF

     FD0

                                                  FA0

     800

                                                  7D0

     030

     000                               　　       000

         -FS          0           +FS                0          FS/2         +FS

　　　　　図２－２Ｃ．バイポーラ出力　　　　　　　　　 図２－２Ｄ．ユニポーラ出力

　　　　　　　　　　　　【Ｂモード】　　　　　　　　　　 　　　　　　【Ｂモード】

     FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FFF

     800                               　　       800

     000                               　　       000

       -FS            0              +FS             0            FS/2            +FS
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　　　　表２－２Ｂ．ＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ａモード】：出荷時標準

　ＤＡデータ      　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ａ参照）

   hex / 10 進    ±10v     ±5v   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095   +10.235   + 5.1175   +10.2375  +5.11875

  FD0 / 4048   +10.000   + 5.0000

  FA0 / 4000   +10.0000  +5.00000

  801 / 2049   + 0.005   + 0.0025

  800 / 2048     0.000     0.0000

  7FF / 2047   －0.005   －0.0025

  7D0 / 2000   +5.0000  +2.50000

  030 /   48  －10.000   －5.0000

  001 /    1  －10.235   －5.1175   +0.0025  +0.00125

  000 /    0  －10.240   －5.1200    0.0000   0.00000

　《注》　当表中の±１０ｖを超える値は理論値です。　アナログ回路に使用されている素子の

　　　　仕様から、±１０ｖを超える値の正確度は保証されません。

　　　　表２－２Ｃ．ＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ｂモード】：要再調整

　ＤＡデータ 　　　　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ａ参照）

   hex / 10 進    ±10v     ±5v   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095  +9.99512  + 4.99756  + 9.99756  + 4.99878

  FD0 / 4048  +9.76563  + 4.88281

  FA0 / 4000  + 9.76563  + 4.88281

  801 / 2049  + 0.00488  + 0.00244

  800 / 2048    0.00000    0.0000  + 5.00000  + 2.50000

  7FF / 2047  －0.00488  －0.00244

  7D0 / 2000  + 4.88281  + 2.44141

  030 /   48  －9.76563  －4.88281

  001 /    1  －9.99512  －4.99756  + 0.00244  + 0.00122

  000 /    0 －10.00000  －5.00000    0.00000    0.00000
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2-3. アナログ出力モード（乗算・減算／加算）

　Ａ，Ｂ，各チャンネルを各自独立して使用する場合のアナログ出力は前２－２項のとおりです。

　本項ではＡ，Ｂ，各チャンネル、および外部アナログ入力を組み合わせて演算出力する場合につ

　いて記します。

　チャンネルＡ　　　　波形出力用のＤＡチャンネルＡは出力モード選択スイッチ【ＲＥＳＬ】、

　　　　　　　　　　および【ＯＦＳＬ】の設定により単独動作だけでなく、ＤＡチャンネルＢ、

　　　　　　　　　　または外部からのアナログ入力と演算した電圧を出力することができます。

　　　　　　　　　　　これらは表２－３Ａの組み合わせ（①～⑦）があります。

　①　チャンネルＡ自身の単独動作（通常モード／表２－２Ａ）です。

　②　単独動作時の出力からチャンネルＢ出力を差し引いた値が出力電圧になります。

　③　単独動作時の出力から外部アナログ入力を差し引いた値が出力電圧になります。　なお外部

　　アナログ入力は差動ですから、接続により加算にもなります。

　④　単独動作時の出力とチャンネルＢを一定率で乗算した値が出力電圧になります。

　⑤　前述④の動作に外部アナログ入力減算（加算／図２－１Ｄ参照）が加わります。

　⑥　前述④のチャンネルＢの代りに外部アナログ入力が適用された動作です。

　⑦　前述⑥の動作にチャンネルＢ減算が加わります。

　チャンネルＢ　　　　汎用ＤＡ出力（通常モード／表２－２Ａ）として任意に使用できます。

　　　　　　　　　　　例外としてチャンネルＡとの乗算に使用する場合（表２－３Ａの動作④）

　　　　　　　　　　使用できません。　このときのチャンネルＢ出力端子には、チャンネルＡを

　　　　　　　　　　単独で使用する場合の電圧が出力されています。
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　　　　　　　　　　表２－３Ａ．（チャンネルＡ）出力モードの選択肢

　　　　　　　　（チャンネルＡ）出力電圧  乗算対象選択【設定】

（スイッチＲＥＳＬ）

オフセット選択【設定】

（スイッチＯＦＳＬ）

 ①　（Ｖａ）                 　　　　　　　　　《 単独動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【１】０ｖ

 ②　（Ｖａ）－（Ｖｂ）　　　　　　　　　　　　 《 減算動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【２】チャンネルＢ出力

 ③　（Ｖａ）－（Ｖｉｎ）　　　　　　　　　　　 《 減算動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【３】外部アナログ入力

 ④　チャンネルＢ出力がユニポーラ設定のときは２象限乗算動作で、

　　　　Ｖａ×（Ｄｂ／Ｄｆｓ）×１　･･･････････ ④～１

　　　　Ｖａ×（Ｄｂ／Ｄｆｓ）×（１／２）･････ ④～２

　 　チャンネルＢ出力：バイポーラ設定のときは４象限乗算動作で、

　　　　Ｖａ×｛（Ｄｂ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×２ ･････ ④～３

　　　　Ｖａ×｛（Ｄｂ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×１ ･････ ④～４

【２】チャンネルＢ出力 【１】０ｖ

 ⑤　（前記 ④ ）－（Ｖｉｎ） 【２】チャンネルＢ出力 【３】外部アナログ入力

 ⑥  チャンネルＡ出力がユニポーラ設定のときは２象限乗算動作で、

　 　　Ｖｉｎ×（Ｄａ／Ｄｆｓ）×１　･･････････ ⑥～１

　 　　Ｖｉｎ×（Ｄａ／Ｄｆｓ）×（１／２）････ ⑥～２

　 チャンネルＡ出力がバイポーラ設定のときは４象限乗算動作で、

　 　　Ｖｉｎ×｛（Ｄａ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×２ ･･････ ⑥～３

　 　　Ｖｉｎ×｛（Ｄａ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×１ ･･････ ⑥～４

【３】外部アナログ入力 【１】０ｖ

　⑦　（前記 ⑥ ）－（Ｖｂ） 【３】外部アナログ入力 【２】チャンネルＢ出力

　Ｖａ　：チャンネルＡ単独動作時の出力電圧、　 Ｄａ：チャンネルＡへの出力データ（ｄｉｇｉｔ）。

　Ｖｂ　：チャンネルＢ単独動作時の出力電圧、　 Ｄｂ：チャンネルＢへの出力データ（ｄｉｇｉｔ）。

　Ｖｉｎ：外部アナログ入力電圧。

　◆　ＤｆｓはＡモードのとき４０００（ｄｉｇｉｔ）、　　　【注１】　Ａモード（出荷時標準），Ｂモードについては

　　　　　　　Ｂモードのとき４０９６（ｄｉｇｉｔ）。　　　　　　　２－２項を参照。

　式④～１：チャンネルＢの出力設定レンジ０～＋１０ｖのとき。

　　④～２：　　〃　　〃　　　　〃　　　０～＋　５ｖのとき。

　　④～３：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±１０ｖのとき。

　　④～４：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±　５ｖのとき。

　式⑥～１：チャンネルＡの出力設定レンジ０～＋１０ｖのとき。

　　⑥～２：　　〃　　〃　　　　〃　　　０～＋　５ｖのとき。

　　⑥～３：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±１０ｖのとき。

　　⑥～４：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±　５ｖのとき。

　【注２】　演算結果が±１０ｖを越えた場合のチャンネルＡ出力値は

　　　　　保証されない。（出力素子が飽和するため）

　【注３】　外部アナログ入力範囲は±１０ｖ。

　　　　　（絶対最大定格＝±１５ｖ）
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　　　　　　　　　　　図２－３Ａ．単独、または減算（加算）動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　     ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①０ｖ

　　　　　　　　 内部基準電源　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部アナログ入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①単独動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②チャンネルＢ減算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③外部アナログ入力減算（接続により加算／図２－１Ｄ参照）

　　　　　　　　　　　図２－３Ｂ．チャンネルＢとの乗算動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④０ｖ

　　　　　　　　　内部基準電源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  外部アナログ入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　④チャンネルＢとの乗算

　　　　　　　　　　　　　　　⑤チャンネルＢとの乗算のうえ外部アナログ入力減算（接続により加算／図２-１Ｄ参照）

　　　　　　　　　　　　　　【注】 チャンネルＢとの乗算動作時は、チャンネルＢ自体を出力できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　この場合は本図２－３Ｂのように、チャンネルＡの単独動作（２－２項）に

　　　　　　　　　　　　　　　　相当する出力となっています。

　　　　　　　　　　　図２－３Ｃ．外部アナログ入力との乗算動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥０ｖ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部アナログ入力

　　　　　　　　　内部基準電源　　　　　　　　　　　 　⑦

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥外部アナログ入力との乗算

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦外部アナログ入力との乗算のうえチャンネルＢ減算
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第３章．制御・操作

3-1. アナログ出力の様子

　　リセット時　　　電源投入、パソコン本体（ハードウエア）リセット操作、または本ボードの

　　　　　　　　　制御部リセット操作（３－５項）直後のアナログ出力は両チャンネル共に０ｖ

　　　　　　　　　となります。

　　更新出力後　　　任意のデータがＤＡ素子に書き込まれる（更新される）と、アナログ出力は

　　　　　　　　　対応する値（２－２項／表２－２Ｂ，Ｃ）となり、以後、次の更新まで同値を

　　　　　　　　　保持します。（Ａ，Ｂ両チャンネル共）

　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ａ．アナログ（ＤＡ）出力の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　  リセット　　 データ更新　　 データ更新　　 リセット

　　　　　　　　　　リセット前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０ｖ

　　アナログ出力

　（ｃｈ．Ａ orＢ）　　　　　　　　　 ０ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   目標値

　　　　　　　　　　 リセット前

　　◆データ更新遅れ：　　即時更新モードのときは、パソコン側からＯＵＴ命令で書き込まれる

　　　　　　　　　　　　ＤＡデータはフォトカプラ（通過時間＝約１μｓ／ｂｙｔｅ）を通して

　　　　　　　　　　　　ＤＡ素子のラッチ（１データ分メモリ）に達します。

　　　　　　　　　　　　　クロック同期更新モードのとき（チャンネルＡのみ）は、ＦＩＦＯメ

　　　　　　　　　　　　モリからＤＡ素子のラッチに転送される時間（数１０ｎｓ以下）だけで

　　　　　　　　　　　　すから全んど問題になりません。

　　◆セトリング時間：　　両チャンネル共、データが更新されるとＤＡ素子のアナログ出力は新

　　　　　　　　　　　　たな目標値に向かって変化を始めます。　本機では、１０ｖの変化幅を

　　　　　　　　　　　　０.１％の精度で到達する時間（セトリング時間）が約１μｓです。

　　　　　　　　　　　　　波形出力では更新周期が短かくても電圧変化幅が比例して小さければ

　　　　　　　　　　　　実用上の問題はないでしょう。
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   動作モード　　   ＤＡ出力チャンネルＢは即時（単独または同期）更新動作であり、アナログ

　　　　　　　    出力形態も出力範囲設定スイッチＲＧＢで指定される汎用ＤＡ機能です。

　　　　　　　　　  一方、ＤＡ出力チャンネルＡには加えて【クロック同期更新動作】があり、

　　　　　　　 　 ボード上の【出力モード】設定スイッチＲＥＳＬ，ＯＦＳＬでアナログ出力

                  形態（２－３項）を選択することにより多様な動作形態が可能です。

 【更新モード】　　ソフト指定（３-１７項）でＤＡ出力データの更新タイミング形態を選択する

　　　　　　　　 もので、次の選択肢があります。

　 (1)　即時・単独更新はパソコン側からの更新データが即ＤＡ素子のラッチに書き込まれるもの

　　　です。（図３－１Ｃ）

　 (2)　即時・同期更新は、チャンネルＡに更新データが書き込まれた時点でチャンネルＢの前段

　　　ラッチに待機していたデータも同時にＤＡ素子のラッチに書き込まれます。

　　　　すなわち、更新データの書き込み順をチャンネルＢ→Ａとします。（図３－１Ｄ）

　 (3)　クロック同期更新・サイクルモードは、あらかじめボード上のＦＩＦＯメモリに書き込ん

　　　でおいた波形１サイクル分のＤＡデータをクロックに同期して（指定回数、または無限に）

　　　循環出力します。　この動作はパソコン側からの制御が必要なく本ボード内で自動的に実行

　　　されますから最高速《８.１９２ＭＨｚ（Ｍｓ／ｓ）サンプリング》が可能です。

　 (4)　クロック同期更新・非サイクルモードは、クロックに同期してＦＩＦＯメモリから読み出

　　　されるＤＡデータの利用（更新出力）は１回限りです。　したがって、ＦＩＦＯメモリ容量

　　　を超えるクロック数を実行するときはパソコン側から逐次データの補給が必要になります。

　　　　この補給速度（ＩＳＡバスのデータ転送速度）が実質的なサンプリング速度を制限します。

　　　　　　　　　　図３－１Ｂ．クロック同期更新・非サイクルモードの最高速度（ＦＩＦＯ：標準４ｋ語のとき）

　最高速度 ｓ／ｓ（Ｈｚ）

　　 ８Ｍ

　　 １Ｍ

　８００ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 Ｐｅｎｔｉｕｍ／１００ＭＨｚ　　 ６１０Ｋ

  ６００ｋ

  ４００ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４８６／６６ＭＨｚ　　　　　　　２６０Ｋ

  ２００ｋ

　１００Ｋ

　　　　       ４ｋ　８ｋ　　   １６ｋ　　　２４ｋ　　　３２ｋ　　 ４０ｋ　　　４８ｋ　　　５６ｋ　　　６４ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総データ数）
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　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｃ．即時・単独更新

　　　　　　　　　　　　　　　　  ①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　  ③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＡ

　更新操作

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　   　③

　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｄ．即時・同期更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ①　　　　　　　　　　　　② 　　　　　　　　③

　チャンネルＡ

　更新操作

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｅ．クロック同期更新

　　　　　　　　　　　　　　　　 ①　　　　　　　　　　　　　 ②　　　　　　 ③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ①　　　　 ②　　　 　　③　　 　 ④　　 　　　⑤　　  　 ⑥

　チャンネルＡ

　更新（クロック）

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　①　　　　　 ②　　　　  ③　　　　  ④　　　　 ⑤　　　  ⑥

　　　　　★　【図３－１Ｃ】【図３－１Ｄ】【図３－１Ｅ】に示すタイミング・チャートは前ページの説明と併せて

　　　　　　御参照ください。　また、これらの図中ではパソコン側から書き込み操作した時の《データ更新遅れ》、

　　　　　　および、アナログ回路の応答遅れ《セトリング時間》の表示を省略してあります。（前々ページ参照）



32

3-2. ＦＩＦＯメモリの動作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

3-2. ＦＩＦＯメモリの動作

　 本機のチャンネルＡを（波形出力用）クロック同期更新モードで使用するときのＤＡデータは

 クロックに同期してボード上のＦＩＦＯメモリからＤＡ素子（ラッチ付）に自動転送される動作

 となります。

　 ＦＩＦＯ（first in first out）メモリは図３－２に示すパイプ状の構造をしており、入口か

 ら書き込まれたデータは自動的に最奥部まで転がり込んで行き、出口では最古のデータから順に

 読み出される構造となっています。

　読み書きは非同期で、同時も可能です。 すなわち、データを書き込む時に出口側のタイミング

 を気にする必要がありません。

　　　　　　　　　　　　  図３－２．ＦＩＦＯメモリ内のＤＡデータ

　 データ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 データ

　 入口側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出口側

　　　　　　　　　　 　 上　下　　　　　　 　 上　下 上　下 上　下　上　下

　　　　　　　空　　　　位　位　　　　　　 　 位　位 位　位 位　位　位　位

　　　　　　　領　　　　バ　バ　 ・・・・・ 　バ　バ バ　バ バ　バ　バ　バ

　　　　　　　域　　　　イ　イ　　　　　　　  イ　イ イ　イ イ　イ　イ　イ

　　　　　　　　　　　　ト　ト　　　　　　　  ト　ト ト　ト ト　ト　ト　ト　 to ＤＡ

　　　　　　　　　　　　　Ｎ　　　　　　　　　  ３　　 ２　　 １　　　０

　　　　　　　　　　　　　番　　　　　　　　　  番　　 番　　 番　　　番

　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　目　　 目　　 目　　　目

　　　　　　　　　　表３－２．ＦＩＦＯメモリのステータス・フラグ

　　　　フラグ名 　フラグの意味　　　　（標準４０９６語のとき）

 Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ 　満杯ではない。　　　（格納データ数 ≦ ４０９５）

 Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ 　容量の１／２以下　　（格納データ数 ≦ ２０４８）

 Ｎｏｔ－Ｅｍｐｔｙ 　データ有り　　　　　（格納データ数 ≧ １      ）

　非サイクルモード　　　標準搭載のメモリ容量は４Ｋ語（４０９６データ分）ですが、読み出し

　　　　　　　　　　　た分だけ入口側に空領域が生じるため、読み出し（サンプリング）速度よ

　　　　　　　　　　　り書き込み速度が速ければ、いつまでたってもメモリが空になることが無

　　　　　　　　　　　く、したがって出力（サンプリング）データ点数に制限がありません。

　 サイクルモード　　　 ＦＩＦＯメモリから読み出したデータをＤＡ素子に転送しながら、同時

　　　　　　　　　　　に当データをＦＩＦＯメモリの入口から再書き込みを行います。　これに

　　　　　　　　　　　よりＦＩＦＯメモリ内のデータ数を１周期分とする連続繰り返し波形出力

　　　　　　　　　　　が実現されます。　波形の１周期を４０９６データ以上で構成したいとき

　　　　　　　　　　　はＦＩＦＯメモリ増設オプション（８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ語）も用意され

　　　　　　　　　　　ています。《価格表参照／注文時指定》
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3-3. 制御・操作の手順

　次項以下で各制御レジスタの機能を説明するのに先立って、操作手順の概要を記します。　本項

では割り込みやＤＭＡを使用せず基本的なコーディングを例示します。　実際のコーディング時は

添付のサンプルプログラム・ソースを併せて御参照ください。　また、波形出力用の汎用Ｃハンド

ラ（ＭＳ－ＤＯＳ版ＬＩＢ／第５章）も用意されています。

　なお、リスト中の【BASE】＝Ｉ／Ｏベースアドレス値（１－３項、３－４項．参照）です。

　　即時・単独更新モード　　　　◆初期設定：①～④

　　　　　　　　　　　　　　　　◆更新時刻：チャンネルＡは⑤、チャンネルＢは⑥

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０）　；　／＊　更新モード【＝即時・単独】　　（3-17 項） ＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　（3-16 項） ＊／

　⑤ ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　（　〃　）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの下位バイト　（　〃　）　＊／

　⑥ ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの上位バイト　（　〃　）　＊／

　　即時・同期更新モード　　　　◆初期設定：①～④（最後の④以外は単独更新モードと同一）

　　　　　　　　　　　　　　　　◆更新時刻：チャンネルＡ，Ｂ共に⑥（同時）

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）　＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項）　＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項）　＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋５，２）　；　／＊　更新モード【＝即時・同期】　　（3-17 項）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　（3-16 項）　＊／

　⑤ ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　（　〃　）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの下位バイト　（　〃　）　＊／

　⑥ ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの上位バイト　（　〃　）　＊／
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　　クロック同期更新・サイクルモード

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）　；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋１，ｃｋｓ）；　／＊　ｃｋｓ：クロック源選択　（3-11 項） ＊／

　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　 ；　／＊　クロック源分周比の設定　（3-13 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ０）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｌ）；　／＊　分周比＃０の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｈ）；　／＊　  〃   〃   上位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ１）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｌ）；　／＊　分周比＃１の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｈ）；　／＊　　〃　 〃　 上位バイト　　　　　　　＊／

　⑥ 　　　　　　　　　　　　　　　　；　／＊　データ点数の設定　　　　（3-14 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　  　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３４）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＬ）　；　／＊　１ブロック当りデータ数の下位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＨ）　；　／＊　　　〃　 　〃 　 〃　　 上位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７２）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＬ）　；　／＊　ブロック数の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＨ）　；　／＊　　〃　〃　の上位バイト　　　　　　　＊／

　《《 次ページに続く 》》
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　　ここで、

　　 　割り込みを使用する場合は　◇レベル設定（3-9 項）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇割り込み要求発生要因制御（3-10 項）

　⑦ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，５）　　；　／＊　更新モード【＝ｸﾛｯｸ同期・ｻｲｸﾙ】（3-17 項） ＊／

　⑧ ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ１Ｌ）；　／＊　先頭データ　の下位バイト　　　（3-16 項） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ１Ｈ）；　／＊　　〃　〃　　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ２Ｌ）；　／＊　２番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ２Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ３Ｌ）；　／＊　３番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ３Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡｎＬ）；　／＊　ｎ番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡｎＨ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　⑨ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０ｘ８５）；　／＊　トリガ【＝ソフトトリガ】　　（3-17 項） ＊／

　⑩ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，５）　　　；　／＊　停止【＝ソフトトリガ禁止】　（3-17 項） ＊／

　 《注１》　⑥で設定した１ブロック当りのデータ点数とＦＩＦＯメモリに書き込む点数ｎが

　　　　　一致すること。（＝１周期のデータ点数）

　 《注２》　⑧ＤＡデータ書き込みの前に必ず⑦【＝ｸﾛｯｸ同期・ｻｲｸﾙ】指定を実行しておく。

　 《注３》　◇割り込み要求発生要因制御を実行すると許可された要因による割り込みが有効に

　　　　　 なる（⑦以下を待ってくれない）ので、場合によっては後にする必要もある。

　 《注４》　⑨は【＝ソフトトリガ／無限動作】＝即スタートの例。

　　　　　　　　 【＝外部（立下り）エッジトリガ／無限動作】なら：０ｘ５５、等。

　 　　　　　⑨で指定ブロック（周期）数出力で自動停止なら：０ｘ８Ｄ。

　《 その他 》　チャンネルＢとの乗算または減算モードのときは、（いつでも）チャンネルＢ

　　　　　　　出力の更新により、当チャンネルＡ出力の振幅制御が可能です。

　　　　　　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　＊／

　　　　　　　 ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　＊／
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　　クロック同期更新・非サイクルモード

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）　；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項） ＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋１，ｃｋｓ）；　／＊　ｃｋｓ：クロック源選択　（3-11 項）　＊／

　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　 ；　／＊　クロック源分周比の設定　（3-13 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ０）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｌ）；　／＊　分周比＃０の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｈ）；　／＊　  〃   〃   上位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ１）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｌ）；　／＊　分周比＃１の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｈ）；　／＊　　〃　 〃　 上位バイト　　　　　　　＊／

　⑥ 　　　　　　　　　　　　　　　　；　／＊　データ点数の設定　　　　（3-14 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　  　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３４）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＬ）　；　／＊　１ブロック当りデータ数の下位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＨ）　；　／＊　　　〃　 　〃 　 〃　　 上位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７２）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＬ）　；　／＊　ブロック数の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＨ）　；　／＊　　〃　〃　の上位バイト　　　　　　　＊／

　《《 次ページに続く 》》
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　ここで、

 　 割り込みを使用する場合は ◇レベル設定（3-9 項） ◇割り込み要求発生要因制御（3-10 項）

      ＤＭＡを使用する場合は ◇チャンネル設定（3-9 項） ◇前③は【＝ＤＭＡ】

　⑦ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，１）　　；／＊　更新モード【＝ｸﾛｯｸ同期・非ｻｲｸﾙ】（3-17 項） ＊／

　⑧ ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ１Ｌ）；　／＊　先頭データ　の下位バイト　　　（3-16 項） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ１Ｈ）；　／＊　　〃　〃　　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ２Ｌ）；　／＊　２番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ２Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ３Ｌ）；　／＊　３番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ３Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡｍＬ）；　／＊　ｍ番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡｍＨ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　⑨ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０ｘ８１）；　／＊　トリガ【＝ソフトトリガ】　　（3-17 項） ＊／

　⑩ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，１）　　　；　／＊　停止【＝ソフトトリガ禁止】　（3-17 項） ＊／

　 《注１》　⑧ＤＡデータ書き込みの前に必ず⑦【＝ｸﾛｯｸ同期・非ｻｲｸﾙ】指定を実行しておく。

　 《注２》　スタート前の⑧ＤＡデータ書き込みはＦＩＦＯメモリ容量以内。　以後、必要なら

　　　　　 ステータスを監視して（または割り込み，ＤＭＡで）適時・追加書き込みを行う。

　 《注３》　◇割り込み要求発生要因制御を実行すると許可された要因による割り込みが有効に

　　　　　 なる（⑦以下を待ってくれない）ので、場合によっては後にする必要もある。

　 《注４》　⑨は【＝ソフトトリガ／無限動作】＝即スタートの例。

　　　　　　　 　【＝外部（立下り）エッジトリガ／無限動作】なら：０ｘ５１、等

　 　　　　　⑨で指定ブロック数出力で自動停止なら：０ｘ８９。

　《 その他 》　チャンネルＢとの乗算または減算モードのときは、（いつでも）チャンネルＢ

　　　　　　　出力の更新により、当チャンネルＡ出力の振幅制御が可能です。

　　　　　　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　＊／

　　　　　　　 ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　＊／
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3-4. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ

　表３－４Ａに本ボード上の各制御レジスタのＩ／Ｏアドレスを記します。

　表中の【BASE】はＩ／Ｏベースアドレス値（1-3 項.参照）です。

　　　　　　　　　　　　表３－４Ａ．各制御レジスタのＩ／Ｏアドレス

 I/Oｱﾄﾞﾚｽ  読み／書き 　　　　　　　　　　レジスタ名・機能名

 BASE＋０ 　　　 書き 　ページ指定／【BASE＋１】～【BASE＋６】に適用。

 BASE＋０  読み 　現在のページ値を取得。

　　《《《　ページ０　》》》 　　《《《　ページ１　》》》

 BASE＋１  読み 　　　　　■未使用■ 　　　　　■未使用■

 BASE＋１ 　　　 書き 　　　　　■未使用■ 　クロック源選択

 BASE＋２  読み 　　　　　■未使用■ 　　　　　■未使用■

 BASE＋２ 　　　 書き 　　　　　■未使用■ 　ＤＡデータ転送方法指定

 BASE＋３  読み 　ＦＩＦＯフラグ読み込み 　　　　　■未使用■

 BASE＋３ 　　　 書き 　ＤＡデータコード指定 　割込要求の発生要因制御

 BASE＋４  読み 　ボード・ステータス読み込み 　　　　　■未使用■

 BASE＋４ 　　　 書き 　ステータス・ビット・クリア 　割り込みﾚﾍﾞﾙ＆ＤＭＡﾁｬﾝﾈﾙ指定

 BASE＋５  読み 　　　　　■未使用■ 　　　　　■未使用■

 BASE＋５ 　　　 書き 　トリガ＆出力更新モード指定 　外部出力選択（CLK／SYNC）

 BASE＋６  読み 　カウンタ・データ読み込み 　　　　　■未使用■

 BASE＋６ 　　　 書き 　カウンタ・データ書き込み 　　　　　■未使用■

 BASE＋７  読み 　ボード・制御部リセット

 BASE＋７ 　　　 書き 　カウンタ選択（クロック源分周、およびＤＡ出力データ計数用）

 BASE＋８  読み 　　　　　■未使用■

 BASE＋８ 　　　 書き 　（チャンネルＡ）ＤＡデータ下位バイト書き込み

 BASE＋９  読み 　　　　　■未使用■

 BASE＋９ 　　　 書き 　（チャンネルＡ）ＤＡデータ上位バイト書き込み

 BASE＋10  読み 　　　　　■未使用■

 BASE＋10 　　　 書き 　（チャンネルＢ）ＤＡデータ下位バイト書き込み

 BASE＋11  読み 　　　　　■未使用■

 BASE＋11 　　　 書き 　（チャンネルＢ）ＤＡデータ上位バイト書き込み

　　　　　◇【読み／書き】はパソコン側から見た方向。

　　　　　◇全てのポートは１バイト。

　　　　　◇　アドレス【BASE＋１】～【BASE＋６】の各レジスタは読み書き操作の前に

　　　　　　自身の所属するページ指定が必要。
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3-5. ボード制御部リセット

　 ｒｓｔ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋７）；　　／＊　制御部リセット操作　＊／

　 本ボード全体の制御部をリセットします。　当操作で読み込んだデータ（＝１）はボードＩＤ

 です。　当操作は電源ＯＮ、またはパソコン本体のハードウエア・リセット（スイッチ操作）と

 同等の機能です。　以下の結果を得ます。

　 ◆各制御レジスタを初期化する。

　 ◆ボード・ステータスを初期化する。

　 ◆サンプリング（クロック同期出力）中であれば、これを中止する。

　 ◆ＦＩＦＯメモリのポインタを初期化する。（格納されていたＤＡデータは失われる。）

　 ◆ＤＡ出力値は両チャンネル共、０ｖになる。

　　　　　　　　　　表３－５．【ＢＡＳＥ＋７】（ページ０）入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　　　　　　　　　各ビットの機能・意味

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　　　　　　　　　　　　　ボードＩＤ（＝１）
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3-6. レジスタ所属ページの指定・確認

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，ｐａｇｅ）；　　／＊　ｐａｇｅ：指定ページ値（０ or１）　＊／

　ｃｐａｇｅ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋０）；　　／＊　ｃｐａｇｅ：現在のページ値　　　　＊／

　この後に読み書きするレジスタの所属ページ（０ or１）を指定します。　また、現在指定され

ているページ値を得ます。

　本ボードは占有Ｉ／Ｏアドレスを節約するために、アドレス【BASE＋１】～【BASE＋６】が

（ページ０，ページ１に）２重化されています。　これらのアドレスに割り付けられたレジスタを

読み書きするときは、事前に自身の所属するページが指定されていなければなりません。

　指定されたページ値は次に更新されるか、リセットされるまで保持されています。

　　　　　　　　　　表３－６．【ＢＡＳＥ＋０】入出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

　　　　　未使用

Ｂ０ 　　　　ページ指定 　　　ページ１ 　　　ページ０ 　０
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3-7. ＤＡデータコード指定

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，０）；　　　　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋３，ｃｏｄｅ）；　／＊　ｃｏｄｅ：ＤＡデータコード指定　＊／

　チャンネルごとにＤＡデータコードを指定します。

　　　　　　　　表３－７．【ＢＡＳＥ＋３】（ページ０）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

　　　　　　未使用

Ｂ１  チャンネルＢのデータコード指定 　　　２の補数  オフセットバイナリ 　０

Ｂ０  チャンネルＡのデータコード指定 　　　２の補数  オフセットバイナリ 　０
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　3-8. ＤＡデータ転送方法指定

3-8. ＤＡデータ転送方法指定

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，１）；　　　　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋２，ｔｒｓｍ）；　／＊　ｔｒｓｍ：ＤＡデータ転送方法指定　＊／

　◆Ｉ／Ｏを選択した場合：　チャンネルＡ（波形出力用ＤＡ）は通常のバイト単位ＯＵＴ命令、

　　　　　　　　　　　　　またはブロック出力命令（ＯＵＴＳＢ）が使用できます。

　　　　　　　　　　　　　　チャンネルＢは通常のバイト単位ＯＵＴ命令のみ使用できます。

　◆ＤＭＡを選択した場合：　チャンネルＡはＦＩＦＯメモリのＮＯＴ－ＦＵＬＬフラグで起動

　　　　　　　　　　　　　されるバイト単位（シングルモード）ＤＭＡを使用します。

　　　　　　　　【注意】　　なお、このときチャンネルＢは使用できません。

　　　　　　　　表３－８．【ＢＡＳＥ＋２】（ページ１）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

　　　　　未使用

Ｂ０ 　　ＤＡデータ転送方法指定 　　　　ＤＭＡ 　　　　Ｉ／Ｏ 　０
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3-9. 割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル指定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

3-9. 割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル指定

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，１）；　　　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋４，ｉｄｃ）；　／＊　ｉｄｃ：割り込み＆ＤＭＡチャンネル指定　＊／

　使用する割り込みレベル、およびＤＭＡチャンネル番号を各々４ビットのバイナリ値で指定する。

　実際に割り込み、またはＤＭＡを使用するか否かは別に指定ポートがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ＤＭＡ：　３－８項。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆割り込み：３－10項。

　　　　　　　　表３－９Ａ．【ＢＡＳＥ＋４】（ページ１）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　　　　　　　指定方法 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

（MSB）

　　　ＤＭＡチャンネル指定データ

　　　ＤＭＡチャンネル番号

　　　　【表３－９Ｃ参照】

　０

　０

　０

　０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

（MSB）

　　　割り込みレベル指定データ

　　　割り込みレベル番号

　　　　【表３－９Ｂ参照】

　０

　０

　０

　０

　　　【例】　書き込むデータｉｄｃ＝０ｘ３Ｂなら、　ＤＭＡチャンネル＝３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割り込みレベル　＝Ｂ（11）

　　　【注】　ここで設定可能なＤＭＡチャンネル、および割り込みレベルの範囲を表３－９Ｂ，

　　　　　　表３－９Ｃに記す。　いずれも本ボードが組み込まれるシステム中に存在する他の

　　　　　　周辺機器・ボード・プログラムが使用する値と重複しないように注意する。
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3-9. 割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル指定

　□■ 本ボードの使用できる割り込みレベル ■□

　　　　ＩＳＡバスの割り込みレベル／割り込み要因／本ボードで使用の可否を表３－９Ｂに

　　　記します。

　　　　　　　　　　◎：　空いている場合が多いので推奨します。

　　　　　　　　　　○：　他のボード等で使用されることが多く、特に注意が必要です。

　　　　　　　　　　×：　設定不可能です。（設定しても無効となる。）

　　　　　　　　　表３－９Ｂ．ＩＳＡバスの割り込みレベル、使用状況

　割り込みレベル 　　　　　　　　　　　割り込み要因 　　　本ボードで使用の可否

　ＩＲＱ　０ 　タイマ 　×　不可

　ＩＲＱ　１ 　キーボード 　×　不可

　ＩＲＱ　２ 　　　　　　　　　　（コントローラ２からカスケード） 　×　不可

　ＩＲＱ　３ 　シリアルポート２ 　○　注意（競合多い）

　ＩＲＱ　４ 　シリアルポート１（本体標準ＲＳ－２３２Ｃ） 　×　不可

　ＩＲＱ　５ 　パラレルポート２ 　　　　　　　　　　　◎　推奨

　ＩＲＱ　６ 　フロッピーディスク・コントローラ（本体標準） 　×　不可

　ＩＲＱ　７ 　パラレルポート１（本体標準プリンタ） 　○　注意（競合多い）

　×　不可

　ＩＲＱ　９ 　ソフトウエア割り込み 　○　注意（競合多い）

　ＩＲＱ１０（Ａ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

　ＩＲＱ１１（Ｂ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

　ＩＲＱ１２（Ｃ） 　予約 　○　注意（競合多い）

　ＩＲＱ１３（Ｄ） 　数値演算コプロセッサ 　×　不可

　ＩＲＱ１４（Ｅ） 　ハードディスク・コントローラ（本体標準） 　×　不可

　ＩＲＱ１５（Ｆ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

　□■ 本ボードの使用できるＤＭＡチャンネル ■□

　　　　ＩＳＡバスのＤＭＡチャンネル／使用デバイス／本ボードで使用の可否を表３－９Ｂに

　　　記します。　本ボードのＤＭＡ動作は１回（１バイト）のＤＭＡ転送実行のたびにＤＭＡ

　　　要求信号を元に戻すシングルモードです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：　設定可能です。（他ボードとの競合に注意。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×：　設定不可能です。（設定しても無効となる。）

　　　　　　　　表３－９Ｃ．ＩＳＡバスのＤＭＡチャンネル、使用状況

　ＤＭＡチャンネル 　　　　　使用デバイス 　　本ボードで使用の可否 　　転送データ幅

　　　　０ 　予約 　　　　○　使用可 　バイト（８ＢＩＴ）

　　　　１ 　ＳＤＬＣ 　　　　○　使用可 　　〃　（　 〃　 ）

　　　　２ 　フロッピーディスク・インタフェース 　　　　×　不可 　　〃　（　 〃　 ）

　　　　３ 　予約 　　　　○　使用可 　　〃　（　 〃　 ）

　　　　４ （コントローラ１にカスケード） 　　　　×　不可

　　　　５ 　予約 　　　　×　不可 　ワード（１６ＢＩＴ）

　　　　６ 　予約 　　　　×　不可 　　〃　（　　〃　　）

　　　　７ 　予約 　　　　×　不可 　　〃　（　　〃　　）
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3-10. 割り込み要求の発生要因制御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

3-10. 割り込み要求の発生要因制御

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，１）；　　　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋３，ｉｒｍ）；　／＊　ｉｒｍ：割り込み要求の発生要因制御　＊／

　　本ボードからパソコン本体内（ＩＳＡバス上）の割り込みコントローラに発信する割り込み

　要求の発生要因を制御します。　複数の要因を許可するとＯＲ動作となります。

　　　　　　　　　表３－１０．【ＢＡＳＥ＋３】（ページ１）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７ 　外部割り込み信号の有効極性指定 　　　↑（＋） 　　　↓（－） 　０

Ｂ６ （FIFO）Not HALF-FULL　 による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ５ （FIFO）Not FULL　　　　による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ４ 　１ブロック出力開始　　による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ３ 　指定ブロック数出力終了による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ２ 　トリガ発生　　　　　　による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ１ 　外部割り込み信号　　　による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ０ 　クロック　　　　　　　による割り込み 　　　許可 　　　禁止 　０

《 補助説明 》

　Ｂ６：　　ＦＩＦＯメモリ内の待機ＤＡデータが半分以下（標準４Ｋ語のとき２０４８以下）に

　　　　　なったタイミングによる割り込み制御。　初期状態等でＦＩＦＯメモリにデータを充填

　　　　　する前に許可すると即１回割り込みが発生するので注意が必要。

　Ｂ５：　　ＦＩＦＯメモリ内が満杯でなくなったタイミングによる割り込み制御。　前述Ｂ６と

　　　　　同様、初期状態等でＦＩＦＯメモリにデータを充填する前に許可すると、即１回の割り

　　　　　込みが発生するので注意が必要。

　Ｂ４：　　クロック同期更新モードで１ブロック分（サイクルモード時＝１サイクル分）のＤＡ

　　　　　出力開始による割り込み制御。【３－１３項.参照】

　Ｂ３：　　クロック同期更新モードで、指定ブロック数分のＤＡデータ点数出力完了タイミング

　　　　　による割り込み制御。　この時、クロックは停止している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイクルモード時はブロック数＝サイクル数。）

　Ｂ０：　　クロック同期更新モード時のＤＡデータ更新（出力）タイミングであるクロックによ

　　　　　る割り込み制御。

《 追伸 》

　割り込みを使用するには、　◆割り込み処理サブルーチン（機械語）を用意する。

　　　　　　　　　　　　　　◆本ボードの割り込みレベルを設定する。（３－９項）

　　　　　　　　　　　　　　◆パソコン本体内の割り込みコントローラをソフト設定する。

　　　　　　　　　　　　　　◆本ボードの割り込み発生要因を許可する。（本項）

　以上により割り込みが受け付けられると、指定ベクタ（割り込み処理サブルーチン）にジャンプ

します。　なお、本ボード付属のＣハンドラ等では割り込みコントローラの操作や前後処理が関数

化、または定型化されていますから特別な知識・情報は必要ないでしょう。
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　3-11. クロック源選択

3-11. クロック源選択

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，１）；　　　／＊　所属ページ指定（＝１）　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋１，ｃｋｓ）；　／＊　ｃｋｓ：クロック源選択　＊／

　　ここで選択されたクロック源信号は次項で説明するプログラマブルカウンタにより分周され

　て目的のサンプリング（同期出力タイミング）クロックとなります。

　　　　　　　　表３－１１Ａ．【ＢＡＳＥ＋１】（ページ１）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味 　 ＝１のとき 　 ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７ 　外部クロック源（使用時）の有効極性指定 　　↑（＋） 　　↓（－） 　０

Ｂ６

Ｂ５

　内部クロック源（使用時）の選択データ

　　　　　　　

　　　　【表３－１１Ｂ】参照。 　０

　０

Ｂ４ 　クロック源選択（外部／内部） 　　　外部 　　　内部 　０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　未使用

　　　　表３－１１Ｂ．選択される内部クロック源

　ビット 　　　　選択される内部クロック源

Ｂ６ Ｂ５ 　　クロック源周波数 　　　主な用途

 １  １ 　　無効

 １  ０ 　　オプション

 ０  １ 　　８.１９２ＭＨｚ 　　　周波数解析

 ０  ０ 　　８.０００ＭＨｚ 　　　汎用計測

　　オプションのクロック源素子（８ＭＨｚ以下）は本ボード上の

　ソケットに装着することにより使用可能となります。

　　素子名：　◆ＪＸＯ－５Ｓ－□□ＭＨｚ（金石），または

　　　　　　　◆ＤＯＣ－４９Ｓ１－□□ＭＨｚ（大真空）
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3-12. 読み書き対象カウンタの選択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

3-12. 読み書き対象カウンタの選択

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，ｃｔｒ）；　／＊　ｃｔｒ：操作対象カウンタ　＊／

　　この後に読み書きするカウンタ（またはカウンタの制御レジスタ）を選択します。

　カウンタ素子（μＰＤ７１０５４＝ｉ８２５３Ａ上位互換）は２個あり、各々１６ビット×３本

　構成ですが、各素子共、このうち１６ビット×２本を利用（残りの１本は不使用）しています。

　　素子１はクロック源分周用に、素子２はクロック同期出力時のＤＡデータ点数カウントに使用

　します。

　　　　　　　　　　表３－１２Ａ．【ＢＡＳＥ＋７】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　　　　　　　　各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

　　未使用

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　　カウンタ（または制御レジスタ）選択データ【表３－１２Ｂ参照】

　０

　０

　０

　　　表３－１２Ｂ．カウンタ（または制御レジスタ）選択データ

Ｂ２ Ｂ１ Ｂ０ 　　　選択されるカウンタ、または制御レジスタ

 １  １  １ ［素子２］　制御レジスタ：１バイト

 １  １  ０ ［　〃　］　カウンタ＃２：不使用

 １  ０  １ ［　〃　］　カウンタ＃１：ブロック数カウント・上位ワード（２バイト）

 １  ０  ０ ［　〃　］　カウンタ＃０：データ点数カウント・下位ワード（２バイト）

 ０  １  １ ［素子１］　制御レジスタ：１バイト

 ０  １  ０ ［　〃　］　カウンタ＃２：不使用

 ０  ０  １ ［　〃　］　カウンタ＃１：クロック源分周・上位ワード（２バイト）

 ０  ０  ０ ［　〃　］　カウンタ＃０：クロック源分周・下位ワード（２バイト）

　　　　【注】　各カウンタ、制御レジスタの機能については次３－１３項、３－１４項を参照。
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《 カウンタの構造 》

　□■ カウンタ素子の構造 ■□

　　各カウンタ素子（μＰＤ７１０５４＝ｉ８２５３Ａ上位互換）の構造を図３－１２に記します。

　　３本の各カウンタ（１６ＢＩＴバイナリ・ダウンカウンタ）は制御レジスタ（１バイト）によ

　り動作モードを指定されます。　なお書き込まれるデータは実際には各カウンタ専用のレジスタ

　に書き込み・保持されており、計数開始時等（動作モードに応じて）、必要なタイミングでカウ

　ンタ本体にロード（転送）されます。　また、データをパソコン側から読み込むときは全カウン

　タを同時にラッチする構造となっています。

　　【３－１３項．分周比（クロック値）の設定】および【３－１４項．ＤＡデータ点数の設定】

　では当素子の特定動作モードのみを使用します。　同素子自体の詳細については素子メーカ発行

　の仕様書等を御参照ください。（本ボードの制御には不要です。）

　　　　　  図３－１２．μＰＤ７１０５４（ｉ８２５３Ａ上位互換）の構造

　　　　制　　　   カウンタ＃０　　  カウンタ＃１　　　 カウンタ＃２

　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《注》

　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カウンタ＃２は

　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用していない。

　　　　ス　　　　入力　　 出力　　  入力　　出力　　  入力　　出力

　　　　タ　　　　ﾚｼﾞｽﾀ#0　ﾗｯﾁ#0　　ﾚｼﾞｽﾀ#1　ﾗｯﾁ#1　　ﾚｼﾞｽﾀ#2  ﾗｯﾁ#2

　　　　　　　　　　　 カウンタ　　　　　　　　　　　　　　　　　 操作対象選択

　　　　　　　　　　　 読み書き　　　　　　　　　　　　　　　　　 【BASE＋7】

　　　　　　　　　　　【BASE＋6】（ﾍﾟｰｼﾞ0）
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3-13. クロック値（クロック源分周比）の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

3-13. クロック値（クロック源分周比）の設定

　　クロック同期更新モードで使用するクロック値は前３－１１項で選択したクロック源を分周

　して得ます。　分周は３２ＢＩＴカウンタ（１６ＢＩＴバイナリカウンタを２本直列接続）で

　行います。

　　各１６ＢＩＴカウンタに設定できる値は１～６５５３５で、

　　その設定値を【ＤＶ＃０】，【ＤＶ＃１】とすると、

　　　◆分周比【ＤＶ】＝【ＤＶ＃０】×【ＤＶ＃１】　　　　　　　　　　　　　　 (a)

　　　◆得られるクロック周波数【ＣＫＦ】＝【クロック源周波数】÷【ＤＶ】　　　 (b)

　　　◆得られるクロック周期　【ＣＫＰ】＝【クロック源周期】×【ＤＶ】　　　　 (c)

　　となります。

《例》　内部クロック源８ＭＨｚ（周期＝１２５ｎｓ）を元に１０μｓのクロック値（周期）を

　　　得るには、

　　　　　　　　　　式(c)より、　【ＤＶ】＝（１０μｓ）÷（１２５ｎｓ）＝８０

　　　　　　　　　　式(a)から　　【ＤＶ＃０】＝８０　＆　【ＤＶ＃１】＝１、

　　　　　　　　　　　　　　　　 【ＤＶ＃０】＝２０　＆　【ＤＶ＃１】＝４、

　　　　　　　　　　　　　　　　 【ＤＶ＃０】＝１０　＆　【ＤＶ＃１】＝８、　等々。

　　　　　　　　　　各データはさらに、２バイトに分割して適用カウンタにかきこむ。

　　操作手順

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，０ｘ３６）　；　／＊　制御データ【注２】：固定値　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ０）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃０を対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＤＶ＃０Ｌ）；　／＊　下位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＤＶ＃０Ｈ）；　／＊　上位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，０ｘ７６）　；　／＊　制御データ【注３】：固定値　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ１）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃１を対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＤＶ＃１Ｌ）；　／＊　下位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＤＶ＃１Ｈ）；　／＊　上位バイト書き込み　＊／

　【注１】：　書き込み対象選択については前３－１２項．参照。

　　　　　　また、各カウンタの書き込みは下位バイトを先に、続けて上位バイトの順とする。

　【注２】／【注３】：　カウンタ＃０／＃１を“同素子のモード３”で使用する意味の

　　　　　　　　　　　固定データ。（無条件に適用してください。）
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　　　　　　　　　　　　     図３－１３Ａ．クロックの制御構造

　　クロック源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分周比　　　    分周比

　　内部：8.000MHz　　　　　　　　　　　　 【ＤＶ＃０】　　【ＤＶ＃１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  カウンタ＃０　　カウンタ＃１　　　クロック

　　内部：8.192MHz

　　　　　　　　　　　　 ソフト選択

　　　　　　　　　　　　（３-１１項）　　　　　　　　 自動

　　内部：ｵﾌﾟｼｮﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再ロード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  レジスタ＃０　　レジスタ＃１

　　外部：TTL 入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆各カウンタ，レジスタは２バイト（１６ＢＩＴ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆総合分周比【ＤＶ】＝【ＤＶ＃０】×【ＤＶ＃１】

　　（３－１１項で）選択されたクロック源信号は“素子１”内のカウンタ＃０，＃１で分周

　　されてクロック値となります。　カウンタ＃０，＃１は直列に接続された各１６ＢＩＴの

　　バイナリＤＯＷＮカウンタで、当素子（μＰＤ７１０５４）のモード３で動作させます。

　　　前記“操作手順”により書き込まれた分周比データは（実際には）、各カウンタ専用の

　　入力レジスタ＃０，＃１に保持されており、クロックスタート（トリガ発生）操作により

　　各カウンタにロードされて計数が開始されます。　総合３２ＢＩＴの当カウンタが“０”

　　までカウントダウンすると１クロックを出力し、次のカウント・タイミングで入力レジス

　　タ内のデータが再ロードされて再びカウントダウンが続けられます。　この動作の様子を

　　図３－１３Ｂに示します。

　　　【注４】　クロックスタート（トリガ発生）時にも１クロック出力があります。

　　　　　　　　　　　　図３－１３Ｂ．クロック発生タイミング

　選択された

　クロック源

　トリガ　　　　　　　 ★

　停止操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ★

                          td　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以後は

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロック停止

　クロック出力

　　《動作説明》　上記はトリガ（クロックスタート＝出力開始）後、３クロック出力後に停止

　　　　　　　　操作等で動作終了となった例。　分周比は４。　なお、

　　　　　　　　　◆クロック源信号、およびクロック出力の有効エッジは常に立下り（↓）。

　　　　　　　　　◆最初のクロック出力遅れｔｄは最大で１クロック源周期。
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3-14. ＤＡ出力データ点数の設定・認識

　　クロック同期更新モードで出力するＤＡデータ点数は前３－１３項で得たクロック出力をカウ

　ントして得ます。　当モードによる出力ＤＡデータ点数は、【１ブロック当りのデータ点数】を

　【指定ブロック数】または【停止操作等まで無限に】設定・制御する構造です。（３－１７項）

　　ここではカウンタ素子２を使用し、

　　◆カウンタ＃０に書き込む値ＮＵＭ：　１ブロック当りのデータ点数（２～６５５３５）、

　　◆カウンタ＃１に書き込む値ＢＬＫ：　指定ブロック数（１～６５５３５）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とします。

　　１ブロック当りのデータ点数の最小値＝２であることに御注意ください。　なお、当値はサイ

　クルモード時の１波形周期でもあります。　また、非サイクルモードのときは割り込み要求発生

　要因に“１ブロック出力終了”を指定（３－１０項）して、割り込み処理ルーチン内でブロック

　Ｉ／Ｏ転送の単位に当値（１ブロック当りのデータ点数）を使用するような使い方ができます。

　　　　　　　　　【特注】　ＦＩＦＯメモリ内のＤＡデータ点数を１周期として循環出力する

　　　　　　　　　　　　　サイクルモードのときは、ＦＩＦＯメモリ内の実在ＤＡデータ点数

　　　　　　　　　　　　　とカウンタ＃０の値（＝１ブロック当りのデータ点数）が一致しな

　　　　　　　　　　　　　ければなりません。

　　設定操作手順

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，０ｘ３４）　；　／＊　制御データ【注２】：固定値　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＮＵＭＬ）　；　／＊　下位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＮＵＭＨ）　；　／＊　上位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，０ｘ７２）　；　／＊　制御データ【注３】：固定値　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＢＬＫＬ）　；　／＊　下位バイト書き込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，ＢＬＫＨ）　；　／＊　上位バイト書き込み　＊／

　【注１】：　書き込み対象選択については前３－１２項．参照。

　　　　　　また、各カウンタの書き込みは下位バイトを先に、続けて上位バイトの順とする。

　【注２】／【注３】：　カウンタ＃０／＃１を同素子の“モード２”／“モード１”で使用

　　　　　　　　　　　する意味の固定データ。（無条件に適用してください。）
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　　　　　　　　　図３－１４Ａ．ＤＡ出力データ点数の制御構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　１ブロック当りの　　　 　指定

　　　　　　　　　　　 データ点数【ＮＵＭ】　　 ブロック数【ＢＬＫ】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　クロック　　　　 カウンタ＃０　　　　　　　カウンタ＃１　　　　　 指定ブロック数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出力終了。

　　　　　　　　　　                   自動

　　　　　　　　　　                   再ロード

　　　　　　　　　　　　レジスタ＃０　　　　　　  レジスタ＃１

　　　　　　　　　　　　◆各カウンタ，レジスタは２バイト（１６ＢＩＴ）

　　　　　　　　　　　　◆全データ点数【ＧＴＮ】＝【ＮＵＭ】×【ＢＬＫ】

　（３－１３項で）得られたクロック信号はＤＡデータ更新動作に使用されると同時に“素子２”

　内のカウンタ＃０，＃１で更新実行点数としてカウントされます。

　　カウンタ＃０，＃１は直列に接続された各１６ＢＩＴのバイナリＤＯＷＮカウンタで、当素子

（μＰＤ７１０５４）のモード２またはモード１で動作させます。

　　前記“操作手順”により書き込まれた各データは（実際には）各カウンタ専用の入力レジスタ

　＃０，＃１に保持されており、クロックスタート（トリガ発生）操作により各カウンタにロード

　されて計数が開始されます。　【１ブロック当りのデータ点数カウンタ】＃０が“０”までカウ

　ントダウンすると１パルスを出力し、次のカウント・タイミングで入力レジスタ内のデータが再

　ロードされて再びカウントダウンが続けられます。　カウンタ＃０からのパルス出力はボード内

　の制御タイミングに利用されると同時に【指定ブロック数カウンタ】＃１の入力ともなります。

　　＃１のダウンカウント値が“０”に達すると全データ出力終了なのでクロックを止めます。

　　なお、＃１の出力を無視して【停止操作等まで無限に】クロック動作を続ける動作モードもあ

　ります。（３－１７項．参照）

　　　　　　　       　　図３－１４Ｂ．クロック同期更新モードの動作

　　　停止操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★

　　　トリガ　　　　　　　　　★

　　　クロック

　　　ＳＹＮＣ

　　　波形出力　　　　０ｖ

　　（ｃｈ．Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リセット

　　　　◆ＳＹＮＣ：　各データ・ブロックの先頭位置を示す１クロック幅の外部出力信号。　選択（３－１６項）に

　　　　　　　　　　より、クロック信号に代えて出力することができる。

　　　　◆波形出力：　ＤＡ出力は（チャンネルＡ，Ｂ共）電源ＯＮ、パソコン本体（ハード）リセット操作、または

　　　　　　　　　　本ボードの制御部リセット操作（３－５項）により初期値＝０ｖとなる。　以後はＤＡ出力操作

　　　　　　　　　　（またはクロック）により更新された値が次の更新まで保持（ラッチ）される。
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　□■ 出力済みＤＡデータ点数の読み込み ■□

　　クロック同期更新モードで出力中、素子２のカウンタ＃０，＃１を読むことにより現在までの

　出力済み点数を知ることができます。

　　　◆動作開始時のカウンタ＃０設定値【ＮＵＭ】：１ブロック当りのデータ点数

　　　　　　　　　　カウンタ＃１設定値【ＢＬＫ】：指定ブロック数

　　　◆現在のカウンタ＃０読み込み値【ＣＮＭ】

　　　　　　　　　　　＃１読み込み値【ＣＢＫ】

　とすると、

　　　◆出力済み点数

　　　　　【ＤＯＮ】＝（【ＢＬＫ】－【ＣＢＫ】）×【ＮＵＭ】　＋（【ＮＵＭ】－【ＣＮＭ】）

　　読み込み手順

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを対象に指定　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，０ｘＤ６）　；　／＊　制御データ【注２】：固定値　　　　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を対象に指定　＊／

　ＣＮＭＬ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋６）　　；　／＊　下位バイト読み込み　＊／

　ＣＮＭＨ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋６）　　；　／＊　上位バイト読み込み　＊／

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を対象に指定　＊／

　ＣＢＫＬ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋６）　　；　／＊　下位バイト読み込み　＊／

　ＣＢＫＨ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋６）　　；　／＊　上位バイト読み込み　＊／

　【注１】：　読み込み対象選択については前３－１２項．参照。

　　　　　　また、各カウンタの読み込みは下位バイトを先に、続けて上位バイトの順とする。

　【注２】：　カウンタ＃０／＃１の値を同時ラッチ（出力用ラッチに読み出し）する意味の

　　　　　　固定データ。（無条件に適用してください。）　当操作後は必ず続けてカウンタ

　　　　　　（ラッチ）の読み込み操作を行うこと。　各ラッチは上位バイト読み出し直後か

　　　　　　らカウンタに追従を開始する。
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3-15. ＳＹＮＣ／クロック出力切り替え

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，１）　　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　＊／

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋５，ｓｙｎ）；　／＊　出力信号選択　　　　　　＊／

　　外部ＴＴＬ出力信号【ＳＹＮＣ／ＣＬＫ－ＯＵＴ】を【ＳＹＮＣ】出力とするか、【ＣＬＫ】

　出力とするかの選択を行う。

　　【ＣＬＫ】出力：　 クロック同期更新モード（３－１７項）で使用される連続ＤＡデータの

　　　　　　　　　　 更新タイミング信号（ＴＴＬ立下り↓）、すなわち“クロック”出力。

　【ＳＹＮＣ】出力：　 クロック同期更新モード（３－１７項）のとき、１ブロックＤＡデータ

　　　　　　　　　　 群の先頭データ出力タイミング（ＴＴＬ立下り↓）を示す。

　　　　　　　表３－１５Ａ．【ＢＡＳＥ＋５】（ページ１）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　 各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

　未使用

Ｂ０ 　ＳＹＮＣ／クロック出力切り替え 　 ＳＹＮＣ出力 　クロックを出力 　０

　　　　　　　　　　　　　図３－１５．ＣＬＫ／ＳＹＮＣタイミング（例）

　　　ＣＬＫ

　　（クロック）

　　　ＳＹＮＣ

　　　　　　　　　　　　　　　 １ブロック　　　　　　 １ブロック　　　　　　　１ブロック

　　　　　　　　　　◆クロックのパルス幅：デューティは（５０％）±（１クロック源周期）

　　　　　　　　　　◆ＳＹＮＣのパルス幅：１クロック周期

　　　　　　　　　　◆両信号の有効エッジ：共に立下り（↓）

　　　　　　　　　　◆本例は１ブロック分データ点数＝５の場合。
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3-16. ＤＡデータの書き込み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下の定義は次の各項を御参照ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【更新モード】　　　　　　次３－１７項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ＤＡデータ転送方法】　　　３－８項

　◆ＤＡチャンネルＡ：　クロック同期更新モードのときはＦＩＦＯメモリに書き込まれる。

　　　　　　　　　　　　即時更新モードのときはＤＡ素子（ラッチ付）に直接書き込まれる。

　　　　　　　　　　　　ＤＡデータの転送方法が【Ｉ／Ｏ】に設定されているときは下記の

　　　　　　　　　　　ように通常のＯＵＴ命令、またはブロックＯＵＴ命令（ＯＵＴＳＷ）が

　　　　　　　　　　　使用できる。　なお、ワード書き込みの場合は下位バイト書き込み用の

　　　　　　　　　　　アドレスに対してアクセスする。　ＤＡデータの転送方法が【ＤＭＡ】

　　　　　　　　　　　に設定されているときはバイトＤＭＡ（シングルモード）のみ使用可能。

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋８，ＡＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの下位バイト書き込み　＊／

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋９，ＡＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの上位バイト書き込み　＊／

　◆ＤＡチャンネルＢ：　　設定された更新モードにかかわらずＤＡ素子（ラッチ付）に直接書き

　　　　　　　　　　　　込まれる。　なお、ＤＡデータの転送方法が【ＤＭＡ】に設定されてい

　　　　　　　　　　　　るときは当チャンネルＢに書き込むことができない。

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト書き込み　＊／

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト書き込み　＊／

　　　　表３－１６Ａ．【ＢＡＳＥ＋９】および【ＢＡＳＥ＋11】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　ビット機能 　　　　　　　　　　　　適　用 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

　未使用

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

：Ｄ 11（MSB）

：Ｄ 10

：Ｄ９

：Ｄ８

　　　　　　　ＤＡデータ・上位４ビット 【注】

　　　　表３－１６Ｂ．【ＢＡＳＥ＋８】および【ＢＡＳＥ＋10】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　ビット機能 　　　　　　　　　　　　適　用 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

：Ｄ７

：Ｄ６

：Ｄ５

：Ｄ４

：Ｄ３

：Ｄ２

：Ｄ１

：Ｄ０（LSB）

　　　　　　　ＤＡデータ・下位８ビット 【注】

　　　　　　　　　　【注】　電源ＯＮ、パソコン本体のハードウエア・リセット操作、または

　　　　　　　　　　　　　本ボードの制御部リセット操作により、ＤＡ出力は初期値＝０ｖに

　　　　　　　　　　　　　なります。（Ａ，Ｂ，両チャンネル共）
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　　ＦＩＦＯメモリへののＤＡデータ書き込み　（チャンネルＡのみ）

　　【クロック同期更新モード】が選択されているとき、ＤＡ出力チャンネルＡ（波形出力用）に

　書き込まれるデータはＦＩＦＯメモリに格納されます。　ＦＩＦＯメモリに入り口から書き込ま

　れたデータは自動的に最奥部（出口側）まで転がり込んで行き、出口からは古い順にクロックに

　同期して読み出される（出力ＤＡ素子に転送される）動作となります。

　　ＤＡデータの書き込み方法は、

　　◆通常のＯＵＴ命令　：　ＤＡデータ転送方法に【Ｉ／Ｏ】を指定します。（３－８項）

　　　　　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリのステータスフラグ“Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ”を監視

　　　　　　　　　　　　　しながら適時または同フラグによる割り込み処理ルーチン内でＤＡ

　　　　　　　　　　　　　データの補充を行います。

　　◆ブロックＯＵＴ命令：　ＤＡデータ転送方法に【Ｉ／Ｏ】を指定します。（３－８項）

　　　　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリのステータスフラグ“Ｎｏｔ-Ｈａｌｆ-Ｆｕｌｌ”

　　　　　　　　　　　　　を監視しながら適時または同フラグによる割り込み処理ルーチン内

　　　　　　　　　　　　　で（ＦＩＦＯメモリ容量の半分単位で）ＤＡデータの補充を行いま

　　　　　　　　　　　　　す。　また、割り込み要因に【１ブロック出力終了】を指定すれば

　　　　　　　　　　　　　（３－１４項で設定した）１ブロック当りのＤＡデータ点数単位で

　　　　　　　　　　　　　ブロック転送することもできます。／具体例：サンプルソフト参照。

　　◆ＤＭＡ転送　　　　：　ＤＡデータ転送方法に【ＤＭＡ】を指定します。（３－８項）

　　　　　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリのステータスフラグ“Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ”により

　　　　　　　　　　　　　ＤＭＡ要求が発信され、１データが（バイト）ＤＭＡ転送されます。

　　　　　　　　　　　　　　なお、高速性からはＤＭＡよりブロック転送の方が圧倒的に良い

　　　　　　　　　　　　　結果が得られます。／具体例：サンプルソフト参照。

　　　　　　　　　　　 図３－１６．ＦＩＦＯメモリ内のＤＡデータ

　 データ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   データ

　 入口側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  出口側

　　　　　　　　　　 　 上　下　　　　　　　  上　下 上　下　上　下  上  下

　　　　　　　空　　　　位　位　　　　　　　　位　位 位　位　位　位　位　位

　　　　　　　領　　　　バ　バ　・・・・・・　バ　バ バ　バ　バ　バ　バ　バ

　　　　　　　域　　　　イ　イ　　　　　　　　イ　イ イ　イ　イ　イ　イ　イ

　　　　　　　　　　　　ト　ト　　　　　　　　ト　ト ト　ト　ト　ト　ト　ト　 to ＤＡ

　　　　　　　　　　　　  Ｎ　　　　　　　　　　３　　 ２　　　１　　　０

　　　　　　　　　　　　　番　　　　　　　　　　番　　 番　　　番　　　番

　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　目　　 目　　　目　　　目

　　　　　　　　　表３－１６Ｃ．ＦＩＦＯメモリのステータス・フラグ

　　　　フラグ名 　フラグの意味　　　　（標準４０９６語のとき）

 Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ 　満杯ではない。　　　（格納データ数 ≦ ４０９５）

 Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ 　容量の１／２以下　　（格納データ数 ≦ ２０４８）

 Ｎｏｔ－Ｅｍｐｔｙ 　データ有り　　　　　（格納データ数 ≧ １      ）
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3-17. トリガ＆出力更新モード指定

　ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　ｏｕｔｐ（BASE＋５，ｔｕｍ）；　／＊　ｔｕｍ：トリガ＆出力更新モード指定　＊／

　ＤＡデータ出力の更新モード選択、およびトリガ制御（クロックのスタート／ストップ）を行い

ます。　チャンネルＡで波形出力（クロック同期更新）動作を行う場合、ＤＡデータ書き込み前に

【クロック同期更新モード（ビットＢ０＝１）】に設定しておかないとデータはＦＩＦＯメモリに

書き込まれませんからから注意が必要です。

　　　　　　表３－１７Ａ．【ＢＡＳＥ＋５】（ページ０）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  ソフトトリガ  許可（即スタート）  禁止（ストップ） 　０

Ｂ６  外部トリガ制御  許可（入力待ち）  禁止（ストップ） 　０

Ｂ５  外部トリガ信号の有効極性  ＋（↑）  　－（↓） 　０

Ｂ４  外部トリガ動作形態  エッジ  レベル（帯域動作） 　０

Ｂ３  動作終了条件（クロック同期のとき）  指定ブロック数出力  無制限【注１】 　０

Ｂ２  ＦＩＦＯメモリ動作モード  サイクル（循環）  非サイクル 　０

Ｂ１  即時更新タイミング  チャンネル同期  単独更新 　０

Ｂ０  ＤＡデータ出力更新モード（ch.Ａ）  クロック同期更新  即時更新 　０

　《 補助説明 》

　　Ｂ７　：　プログラム上で任意にクロックを即スタートさせます。

　　Ｂ６　：　外部トリガＴＴＬ信号の有効極性（エッジ、またはレベル）入力待ちです。

　　Ｂ４　：　“レベル（帯域動作）”を選択したときはビットＢ４で指定される極性レベルの

　　　　　　期間中だけクロックが動作する、特殊なトリガ形態となります。【図３－１７】

　　Ｂ３　：　“無制限【注１】”を選択したときは【注２】で説明するような強制停止操作ま

　　　　　　でクロックが動作します。 “指定ブロック数出力”による終了の場合は、終了時点

　　　　　　で各トリガ許可ビット（Ｂ７，Ｂ６）は無効になります。 次回のスタート時は一旦

　　　　　　クリアしてから再セット（＝１）します。

　　　　　　“指定ブロック数出力”については３－１４項参照。

　　Ｂ２　：　サイクル動作ではＦＩＦＯメモリ内のデータ数を１周期として循環出力（再利用）

　　　　　　します。　非サイクル動作では、更新出力されたデータ分だけＦＩＦＯメモリ内の

　　　　　　データ数が減少して行きますから、継続動作のためには逐次データの補充が必要に

　　　　　　なります。

　　Ｂ１　：　ビットＢ０で即時更新を選択した場合、当ビットによりＡ，Ｂ両チャンネル出力

　　　　　　の同期／非同期を選択します。“同期”を選択したときはチャンネルＡの出力操作

　　　　　　（データ書き込み）直後にＡ，Ｂ両チャンネルが同時更新されます。

　　Ｂ０　：　ＤＡ出力チャンネルＡ（波形出力用）の更新モード選択です。

　　　　　　　クロック同期更新モードで出力動作中に即時更新モードに切り替えるとクロック

　　　　　　が一旦停止します。　再度クロック同期更新モードに戻すとクロックが再スタート

　　　　　　して、続きの出力動作を行います。
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　□■ 更新モード ■□　　　ビットＢ２，Ｂ１，Ｂ０で指定される動作形態の組み合わせを

　　　　　　　　　　　　　表３－１７Ｂに記します。

　　　　　　　　　　　　　　　表３－１７Ｂ．各種動作モード

Ｂ２ Ｂ１ Ｂ０ 　　　チャンネルＡ（波形出力用） 　　　　チャンネルＢ（汎用）

 １  ×  １  ① クロック同期更新・サイクルモード  ③ チャンネル同期・即時更新モード

 ０  ×  １  ② クロック同期更新・非サイクルモード  ③ チャンネル同期・即時更新モード

 ×  １  ０  ③ チャンネル同期・即時更新モード  ③ チャンネル同期・即時更新モード

 ×  ０  ０  ④ 単独・即時更新モード  ④ 単独・即時更新モード

　×：任意。

　　①,② はクロックに同期して、ＦＩＦＯメモリ内のデータが更新出力されます。

　　③,④ はＤＡデータがＦＩＦＯメモリを通さず、ＤＡ出力素子に直接書き込まれます。

　　① クロック同期更新・サイクルモードで出力中はＦＩＦＯメモリに追加データの書き込み

　　　 ができません。

　　③ チャンネル同期・即時更新モードの場合、ＤＡ出力データはチャンネルＡに書き込んだ

　　　 直後にチャンネルＡ，Ｂ同時更新となります。　この動作は２重ラッチ構造によります。

　　　 チャンネルＢだけに書き込み操作を実行しても、チャンネルＡの書き込み操作を実行し

　　　 ないと当データは初段ラッチに保持されたままチャンネルＢ書き込み操作待ちの状態に

　　　 なります。　また、チャンネルＢに書き込み操作を行わず、チャンネルＡだけに書き込

　　　 んだ場合のチャンネルＢ出力は（前回＝現データの再出力動作なので）変化しません。

　　④ 単独・即時更新モードの場合、チャンネルＡとチャンネルＢは各々の書き込み操作だけ

　　　 で単独に更新されます。

　【注２】：　“トリガ“とはクロックをスタートさせる機能です。　本機ではソフト、または

　　　　　　外部トリガ（ＴＴＬ）入力です。　クロックはスタート原因となったトリガの制御

　　　　　　ビットをクリア（＝０）することにより強制停止します。　停止操作はＢ７，Ｂ６

　　　　　　共にクリアすると確実でしょう。

　　　　　　　即時更新モード（Ｂ０＝０）でトリガされるとＤＡチャンネルＡの波形出力動作

　　　　　　は行われませんが、クロックはスタートします。（タイマ的使用が可能。）

　　　　　　　　　　　図３－１７．レベル（帯域動作）トリガの様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（許可）

　外部トリガ　　　 （禁止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（禁止）

　制御（Ｂ６）

　外部トリガ

　ＴＴＬ入力信号

　クロック

　　　　　　　本図は　Ｂ５＝０：トリガ極性＝（－）、

　　　　　　　　　　　Ｂ４＝０：トリガ形態＝レベル（帯域動作）　の場合です。
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3-18. ボード・ステータスの読み込み、クリア

　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　　ｂｓｔｓ＝ｉｎｐ（BASE＋４）　；　／＊　ｂｓｔｓ：ボード・ステータス　＊／

　　本ボードのＤＡデータ出力、クロック、割り込み要求、ＦＩＦＯメモリの充満状態、等々、

　動作状態を得ます。

　　　　　　表３－１８Ａ．【ＢＡＳＥ＋４】（ページ０）入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  指定ブロック数出力　　　　【注１】  終了  出力中（開始前） 　０

Ｂ６  割り込み要求　　　　　　　【注１】  発生  未発生 　０

Ｂ５  クロック（有効エッジ：↓）【注１】  発生  未発生 　０

Ｂ４  ブロック先頭位置　　　　　【注１】  発生  未発生 　０

Ｂ３  トリガ発生  発生  未発生 　０

Ｂ２  クロック同期更新エラー　　【注１】  発生  未発生 　０

Ｂ１  Ｎｏｔ-Ｈａｌｆ-Ｆｕｌｌ（FIFO）  （１／２）以下  （１／２）超 　１

Ｂ０  Ｎｏｔ-Ｆｕｌｌ　　　　 （FIFO）  空き有  満杯 　１

　《 補助説明 》

　　【注１】：　ビットＢ７，Ｂ６，Ｂ５，Ｂ４，およびＢ２は【ＢＡＳＥ＋４】（ページ０）

　　　　　　　出力ポートの同位置ビットに“１”を書き込むことによりクリアされます。

　　Ｂ７　：　指定ブロック数は３－１４項を参照。

　　Ｂ６　：　割り込み要求発生要因は３－１０項を参照。

　　Ｂ５　：　クロックの有効エッジ（↓）タイミングによりセット（＝１）されます。

　　Ｂ４　：　ブロック先頭信号（ＳＹＮＣ：図３－１５）によりセット（＝１）されます。

　　Ｂ３　：　トリガの発生によりセット（＝１）され、トリガ制御ビットのクリアにより

　　　　　　リセットされます。　◆トリガ制御ビット：前３－１７項のＢ７，Ｂ６。

　　Ｂ２　：　ＦＩＦＯメモリの入出力失敗を検出するとセット（＝１）されます。　具体的

　　　　　　には、クロック同期更新モードで動作中にＦＩＦＯメモリ内のＤＡデータが出力

　　　　　　してしまい、空の状態で次のクロック有効エッジ・タイミングが発生した。

　　　　　　　またはＦＩＦＯメモリがＤＡデータで満杯のとき、さらにパソコン側から追加

　　　　　　データを書き込もうとしたときに【エラー】となります。

　　Ｂ１　：　ＦＩＦＯメモリ内のデータ数が半分（標準４Ｋ語メモリのとき２０４８）以下

　　　　　　のときセット（＝１）されます。／表３－１６Ｃ、および３－２項を参照。

　　Ｂ０　：　ＦＩＦＯメモリに追加データの受入れ余地があるときセット（＝１）されます。

　　　　　　　すなわち、ＦＩＦＯメモリ内のデータ数が標準４Ｋ語メモリのときで４０９５

　　　　　　以下になるとセットされます。／表３－１６Ｃ、および３－２項を参照。
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　　ステータス・ビット・クリア

　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　　ｏｕｔｐ（BASE＋４，ｂｓｃ）；　／＊　ｂｓｃ：クリア・データ　＊／

　【注２】

　　当クリア・データのセット（＝１）されたビットに対応するボード・ステータスのビットが

　クリアされます。　なお当クリア・データは本ボード中で保持されることはなく、クリア動作

　の起動に使用されるだけです。　したがって、対応するボード・ステータス・ビットをクリア

　状態に維持するような機能はありません。　本操作後、すぐに（クリアした）ビットがセット

　されるような状況も考えられます。

　　　　　　　表３－１８Ｂ．【ＢＡＳＥ＋４】（ページ０）出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味   ＝１のとき 　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  指定ブロック数出力　　　　ステータス・クリア   クリアする  クリアしない 　０

Ｂ６  割り込み要求　　　　　　　ステータス・クリア   クリアする  クリアしない 　０

Ｂ５  クロック（有効エッジ：↓）ステータス・クリア   クリアする  クリアしない 　０

Ｂ４  ブロック先頭位置　　　　　ステータス・クリア   クリアする  クリアしない 　０

Ｂ３  未使用   　０

Ｂ２  クロック同期更新エラー　　ステータス・クリア 　クリアする  クリアしない 　０

Ｂ１  未使用 　０

Ｂ０  ＦＩＦＯメモリ素子だけの　リセット  リセットする リセットしない 　０

　　追伸

　　　◆　表３－１８Ａ中のトリガ発生（Ｂ３）、およびＦＩＦＯステータス（Ｂ１，Ｂ０）は

　　　　状態フラグ（状態の変化に自動追従するフラグ）なので勝手にクリアできません。

　　　　　一方、Ｂ７～Ｂ４およびＢ２は保持フラグなので一旦セット（＝１）されるとクリア

　　　　するまで保持されます。

　　　◆　ＦＩＦＯメモリ素子だけのリセットは、クロック同期でＤＡ出力中に予定変更などの

　　　　理由から（ＦＩＦＯメモリ中の）残りデータを出力することなくクリア、新たなデータ

　　　　を充填・出力するときに利用できます。
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3-19. ＦＩＦＯメモリ・フラグの読み込み

　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　＊／

　　ｆｓｔｓ＝ｉｎｐ（BASE＋３）；　／＊　ｆｓｔｓ：ＦＩＦＯメモリ・フラグ　＊／

　　ＦＩＦＯメモリの充満状態を示すステータス・フラグを得ます。

　　３フラグのうち、【Ｎｏｔ-Ｆｕｌｌ】と【Ｎｏｔ-Ｈａｌｆ-Ｆｕｌｌ】は前３－１７項の

　“ボード・ステータス”にも含まれているので、残る【Ｎｏｔ-Ｅｍｐｔｙ】を利用する場合

　に読むポートです。

　　　　　　表３－１９．【ＢＡＳＥ＋３】（ページ０）入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  未使用     　

Ｂ６  未使用     　

Ｂ５  未使用     　

Ｂ４  未使用     　

Ｂ３  未使用     　

Ｂ２  Ｎｏｔ-Ｆｕｌｌ　　　　 （FIFO）  　空き有  　満杯 　１

Ｂ１  Ｎｏｔ-Ｈａｌｆ-Ｆｕｌｌ（FIFO）  　（１／２）以下  　（１／２）超 　１

Ｂ０  Ｎｏｔ-Ｅｍｐｔｙ　　　 （FIFO）  　データ有り  　データ無し 　０

　《 補助説明 》

　　Ｂ２　：　ＦＩＦＯメモリに追加データの受入れ余地があるときセット（＝１）されます。

　　　　　　　すなわち、ＦＩＦＯメモリ内のデータ数が標準４Ｋ語メモリのときで４０９５

　　　　　　以下になるとセットされます。

　　Ｂ１　：　ＦＩＦＯメモリ内のデータ数が半分（標準４Ｋ語メモリのとき２０４８）以下

　　　　　　のときセット（＝１）されます。

　　Ｂ０　：　ＦＩＦＯメモリに１語でもデータがあるときセット（＝１）されます。

　　　　　　　　　表３－１６Ｃ．ＦＩＦＯメモリのステータス・フラグ

　　　　フラグ名 　フラグの意味　　　　（標準４０９６語のとき）

 Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ 　満杯ではない。　　　（格納データ数 ≦ ４０９５）

 Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ 　容量の１／２以下　　（格納データ数 ≦ ２０４８）

 Ｎｏｔ－Ｅｍｐｔｙ 　データ有り　　　　　（格納データ数 ≧ １      ）
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3-20. 複数ボードの同期運転（マスタスレーブ動作）

　複数の本ボードを同一クロックで同期運転することもできます。　この場合、トリガを検出する

ボードをマスタ、他のボードをスレーブとします。　各スレーブはマスタからのクロックを受けて

同期を取りますが、サンプリング（ＤＡ出力更新）タイミングに最大１２５ｎｓの遅れが生じます。

　接続、操作は以下のとおり。（サンプルプログラム：ＭＳＣＹＣ７６１．Ｃ参照）

　ボード上の設定等

　　◆　各ボードのＩ／Ｏアドレスが重複しないようにロータリースイッチＳＷ１，２，３を

　　　設定する。　付属のサンプルプログラムではマスタを【０１Ｅ】、以下、各スレーブを

　　　【１１Ｅ】，【２１Ｅ】【３１Ｅ】，・・・・・としている。

　　　　　　　　　　　　　　（ベースアドレスの値を１０００ｈ刻みで増加させている。）

　　◆　各ボードの出力範囲は任意で、一致している必要はない。

　ボード間の接続等

　　◆　ボード間は、マスタ機のクロック出力【ＣＬＫ－ＯＵＴ】をスレーブ各機のクロック

　　　入力【ＣＬＫ－ＩＮ】に接続するだけである。（１－５項／図１－５Ａ，Ｂ参照）

　　◆　マスタ機は外部クロック源入力、外部トリガを使用することもできる。

　ソフトウエア　　　サンプルプログラム：ＭＳＣＹＣ７６１．Ｃ参照

　　◆　スレーブ各機のクロック源は外部（３－１１項）、分周比は１／１（３－１３項）に

　　　設定しておく。

　　◆　スレーブ各機の外部トリガは禁止しておく。

　　◆　マスタ機は単独動作時と同様に（何の制限もなく）条件設定できる。

　　◆　スタート操作はスレーブ各機を（ソフトトリガで）先に、

　　　　　　　　　　　　　マスタ機を最後に（任意のトリガ条件で）行う。

　　　　添付のサンプルプログラムＭＳＣＹＣ７６１．Ｃはサイクル動作なので、以後は停止

　　　操作を待つだけである。

　　　　クロック同期・非サイクル動作の場合、以後はマスタ機のステータスを監視しながら

　　　適時、各機に追加データを供給するだけである。
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3-21. 外部機器（ＡＤボード等）との連携動作

　クロックの入出力機能を利用すると、外部イベント（更新リクエスト等）にリアルタイムで応答

したり、外部機器に動作・測定等の正確なタイミングを伝えることができます。

　　応用例　　：任意波形出力～ＡＤサンプリング

　◆ボード間の接続：　本ボードのクロック出力をＡＤボード（ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ等）

　　　　　　　　　　クロック入力に接続する。　これは前項のマスタスレーブ接続と同一。

　◆ＡＤボード側　：　外部クロック動作に設定、ソフトトリガで外部クロック入力待ち状態に

　　　　　　　　　　しておく。

　◆ＤＡボード側　：　出力波形データを用意する。　任意のクロック源、およびトリガにより

　　　　　　　　　　出力を開始する。

　◆注意すること　：　ＤＡ出力がクロック同期・サイクルモードなら、以後はＡＤボードから

　　　　　　　　　　データを読み込むことに専念できる。　クロック同期非サイクルモードの

　　　　　　　　　　ときは、ＤＡデータの追加転送とＡＤボードからのデータ読み込みを遅れ

　　　　　　　　　　ることなく調和させる必要がある。　目的の仕様に合わせてブロック転送、

　　　　　　　　　　ＤＭＡ、割り込みを使い分ける。
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第４章．ソフトウエア

4-1. インストール

　本製品添付のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）フロッピーまたはＣＤに圧縮された形で

格納されており、同メディア内のインストーラ“ＩＮＳＴＡＬＬ．ＥＸＥ”の実行により展開されま

す。　なお、内容については充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。　重要な変更につ

いては同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

　操作手順／ＦＤＤの場合　　        ◆インストール元：Ａドライブ、

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　        （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　　　　　 （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　               の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥：【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥ISA￥DA￥MDA761【ENTER】

                                    C:¥＞D:INSTALL□D: □C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行

                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える

                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、

                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が

                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく

                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　　　全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の

　　　　　　　　　ようになります。
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　　   図４－１．インストール後のディレクトリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　★　本図は原形です。　充実・改良の目的で後日、追加・変更も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　有り得ます。

　 　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★　凡例　　　□： サンプルプログラム番号等（１～）

　　 　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－Ｃ： ＴＵＲＢＯ－Ｃ

 　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ－Ｃ： ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ

       ｜

 ＭＳＣＩＥＮＣＥ

　　　 ｜

　　　 ｜－－ＢＯＡＲＤＴＳＴ－－－－７６１ＱＢ１．ＥＸＥ：本ボードの試運転・動作確認用プログラム

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－－７６１ＱＢ１．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する

　　　 ｜

　　　 ｜－－ＨＮＤ７６１Ｃ－－－－－ＩＮＣＬＵＤＥ－－Ｈ７６１．Ｈ：ハンドラ共通ヘッダファイル

　　　 ｜　　（ハンドラ）　　　｜

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－－－ＬＩＢ－－－－－７６１ＴＳ．ＬＩＢ：Ｔ－Ｃ，Ｂ－Ｃ用スモールモデル

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　｜－－７６１ＴＬ．ＬＩＢ：Ｔ－Ｃ，Ｂ－Ｃ用ラージモデル

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　｜

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　｜－－７６１ＭＳ．ＬＩＢ：ＭＳ－Ｃ用スモールモデル

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　｜－－７６１ＭＬ．ＬＩＢ：ＭＳ－Ｃ用ラージモデル

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－－ＳＭＰ７６１ＣＨ－－ＳＡＭＰＬＥ□．Ｃ：ハンドラ使用例

　　　 ｜

　　　 ｜－－ＳＭＰ７６１Ｃ－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ ：ＭＳ－Ｃ用ヘッダファイル

　　　 ｜　（各種Ｃサンプル）　｜－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ　　 ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ用ヘッダファイル

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＢＫＩＮＴ７６１．Ｃ：クロック同期・非サイクル動作（ブロック転送/割り込み）

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＢＫＰＯＬ７６１．Ｃ：クロック同期・非サイクル動作（　同　上　/ポーリング）

　　 　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ７６１．Ｃ　　：クロック同期・非サイクル動作（１データ毎/り込み）

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ７６１．Ｃ　　：クロック同期・非サイクル動作（　同　上　/ポーリング）

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＤＭＡ７６１．Ｃ　　：クロック同期・非サイクル動作（　同　上　/ＤＭＡ）

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＧＰＰ７６１．Ｃ　　：最も簡単な２ｃｈ汎用ＤＡ出力動作（即時更新）

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＣＹＣ７６１．Ｃ　　：波形出力／クロック同期・サイクル動作

　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＳＣＹＣ７６１．Ｃ：波形出力／クロック同期・サイクル動作（複数ボード）

　　　 ｜

　　　 ｜－－ＳＭＰ７６１Ｂ－－－－－７６１ＱＢ１．ＢＡＳ：　Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ（４.５）用サンプル

　　　  　（ＢＡＳＩＣサンプル）

 【追伸】   ボード依存性のない汎用のＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは

          当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９５フォ

          ルダにあり、ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあります。

 《ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用》

      インストーラはありません。  手作業で適切なフォルダにコピーしてください。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： ￥ＷＩＮ９５￥ｓｙｓ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ

                              汎用のＤＬＬ： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ

                              ドライバ説明： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９５です。

    ◆コピー先は：  ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９５のフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９５の

                  システムフォルダです。
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《ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ 4.0 用》

       インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ

     リティ、サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ

                              ドライバ本体：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？．ｓｙｓ

                              汎用のＤＬＬ：￥ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ

                ドライバ設定ユーティリティ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ

                              説明ファイル：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

          （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？＝０～１５

【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを

 用意しておき、インストール実行時に指定します。

4-2. Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃのサンプル

　Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ（４.５）用のサンプルプログラム“７６１ＱＢ１．ＢＡＳ”は基本的

なＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。　なお本プログラムの実行形式“７６１ＱＢ１．ＥＸＥ”

は試運転・動作確認用にもなります。　コーディングの詳細は同ソースのリストを御覧ください。

　　　　　　　　　　図４－２．“７６１ＱＢ１．ＢＡＳ”のフロ－概要
　　　　　 ＲＵＮ

　　 ボードアドレス設定　◆Ｉ／Ｏベースアドレス

　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　メニュー

　　　　　　　　　　　即時更新出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　 即時

　　　　　　　　　　（ＰＲＯＭＰＴ）　　◆各チャンネルＤＡ出力データ　 出力

　　　　　　　　　　　サイクル出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サイン波生成　　　　 終了

　　　　　　　　　　（ＣＩＲＣＵＬＡＲ）◆１周期データ点数　　　　　　 出力開始。　　　　　 待ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆繰り返し回数、◆クロック値

　　　　　　　　　　　非サイクル連続出力　　　　　　　　　　　　　　　サイン波生成　　　　　終了

　　　　　　　　　　（Ｎｏｎ-ＣＩＲＣＵＬＡＲ）　◆全データ点数　　　 出力開始。　　　　　　待ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆クロック値

　　　　　　　　　　　　　終了

　　【ＥＳＣ】キイで動作中止、メニューに戻る
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4-3. Ｃのサンプル

　①単純な２チャンネル即時更新ＤＡ動作、②クロック同期・サイクルモードによる自動波形出力

動作、③同・複数ボードの同期運転、および④クロック同期・非サイクルモードによる大量データ

連続出力、等のサンプルプログラム・ソースが用意されています。　以下にアルゴリズムの概要を

記します。　具体的にはソースリスト【＊．Ｃ】を御参照ください。

　　　　　図４－３Ａ．（即時更新）汎用２チャンネルＤＡ動作【ＧＰＰ７６１．Ｃ】

　　　　　　　　　　　　初期化　　　　　　◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）

　　　　　　　　　　 動作条件設定　　　　◆ＤＡデータ転送方法（ＯＵＴ命令に限る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ更新モード（２チャンネル同期、または各チャンネル単独）

　　　　　　　　　　 ２チャンネル

　　　　　　　　　　 ＤＡデータ　　　　　◆データ書き込み（＝更新出力）

　　　　　　　　　　 更新出力

　　　　　図４－３Ｂ．クロック同期・サイクルモード動作【ＣＹＣ７６１．Ｃ】

　　　　　　　　　　　  初期化　　　　　 ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ転送方法（ＯＵＴ命令）

　　　　　　　　　　 動作条件設定　　　　◆ＤＡデータ更新モード（クロック同期・サイクルモード）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆クロック源、分周比の指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆１周期データ点数、繰り返し回数（１～６５５３５、または無限）の指定。

　　　　　　　　　　　出力波形

　　　　　　　　　　　１周期分　　　　　 ◆ソフト上で波形データを生成。（ＦＩＦＯメモリ容量以内）

　　　　　　　　　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　本ボード上の

　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリ　　　 ◆このデータ数が１周期として循環出力される。

　　　　　　　　　　にデータ転送

　　　　　　　　　　　 スタート　　　　　◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆停止操作：【ＥＳＣＡＰＥ】キイ

　　　　　☆ 複数ボードの同期運転サンプルプログラムＭＳＣＹＣ７６１．Ｃもあります。（３－２０項も参照）
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 4-3. Ｃのサンプル

　出力しようとするＤＡデータ列が本ボード上のＦＩＦＯメモリ容量を超えるときは最初にメモリ

容量分だけ書き込んでおき、以後はメモリ充満状態を示すフラグによる割り込み、またはフラグを

監視（ポーリング）することにより逐次追加データを転送する非サイクル・モードを利用します。

　　　　　　　図４－３Ｂ．クロック同期・非サイクルモード動作

　　　　　　　　　　　　　【ポーリングによるブロック転送例：ＢＫＰＯＬ７６１．Ｃ】

　　　　　　　　初期化　　　　　　　　　   ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード：バイナリ、または２の補数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ転送方法：ＯＵＴＳＢ命令（Ｉ／Ｏ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ更新モード：クロック同期・非サイクルモード、

　　　　　　 動作条件設定　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　終了条件を指定ブロック数出力に指定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆クロック源、分周比の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆１ブロック当りデータ点数、全ブロック数（２～６５５３５）の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両数の積が全出力データ数となる。

　　　　　 出力ＤＡデータ列 　　　　　　 　◆ソフト上でＤＡデータ列を生成。（パソコン側の許容メモリ量以内）

　　　　　 本ボード上の　　　　　　　　　  ◆スタート前に書き込んでおくデータ量はプログラムの都合で任意。

　　　　　 ＦＩＦＯメモリに　　　　　　　　本例ではＦＩＦＯメモリ容量満杯に充填します。

　　　　　 当初のデータ転送　　　　　　　  ◇ソフト上の全ブロック数カウンタから転送ブロック数を差し引く。

　　　　　　　スタート　　　　　　　　　   ◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

　　　　　　　　中止？　　　　　Ｙｅｓ　　       ◆【ＥＳＣＡＰＥ】キイ操作により動作中止。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　　　 終了？　　　　　　　　　　　　　 ◆所定のブロック数だけ追加データを補充した後は終了待ち。

　　　　　　　 エラー？　　　　 Ｙｅｓ　　　　　　補充速度が遅いときなどに発生するエラーでも終了させる。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　　　　　　　　　　 終了　　　　　　　 ◆ステータスを表示して終了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ここでは１ブロック分＝ＦＩＦＯメモリ容量の半分

　　　　　　　　　　　　　 追加データ転送　　 　（全ブロック数カウンタが０に達したらスキップする。）

　　　　　　　　　　　　　追加回数カウント　　　◆ソフト上の全ブロック数からダウンカウント。

　　　　　　　　追加？　　　　　　　　　　　　  ◆ＦＩＦＯメモリの《Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ》フラグ認識に

　　　　　　　　　　　　　 Ｙｅｓ　　　　　　     より追加データを補充する。

　　　　　　　Ｎｏ

　　　　 ポイント１　　　　非サイクル・モードではブロック転送（ＯＵＴＳＢ）命令が最も速いデータ転送手段です。

　　　　　　　　　　　　　 １ブロックのデータ点数が数百点以上あれば、プログラム内容にもよりますが、一般的には

　　　　　　　　　　　 　ＤＭＡより速くなります。　出力データ点数が固定的な場合は当方法が最適です。

　　　　 ポイント２　　　　当サンプルでは１ブロック＝ＦＩＦＯメモリ容量の半分（標準なら２Ｋ語）としています。

　　　　　　　　　　　　　 これによりアルゴリズムが簡単になります。　もし、出力データ点数に端数がでるときは

　　　　　　　　　　　 　最終ブロックの余剰部分を最終データで埋めるような方法もあるでしょう。

　　　　　割り込み　　　　 追加データ転送を《Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ》フラグ割り込みの処理ルーチンで行う例

　　　　　　　　　　　　 が【ＢＫＩＮＴ７６１．Ｃ】です。
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4-3. Ｃのサンプル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

　ＤＭＡを利用するときの追加データ転送は１データずつに限られます。　また、制御ループ中で

次のデータが（演算・処理等により）生成されながら出力される場合も１データずつ転送すること

になるでしょう。

　　　　　図４－３Ｃ．クロック同期・非サイクルモード動作

　　　　　　　　　　【ポーリングによる１データずつ転送例：ＰＯＬ７６１．Ｃ】

　　　　　　　　初期化　　　　　　　　　　 ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ転送方法：ＯＵＴ命令（Ｉ／Ｏ）

　　　　　　　動作条件設定　　　　 　　　　◆ＤＡデータ更新モード：クロック同期・非サイクルモード、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 終了条件を無制限に指定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　◆クロック源、分周比の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　◆全データ数を指定。（ソフト上のダウンカウンタに設定）

　　　　　 初期ＤＡデータ列　　　　　　　　◆ソフト上で初期データを生成。（パソコン側の許容メモリ量以内）

　　　　　 本ボード上の　　　　　　　　　　◆スタート前に書き込んでおくデータ量はプログラムの都合で任意。

　　　　　 ＦＩＦＯメモリに　　　　　　　　　本例ではＦＩＦＯメモリ容量満杯に充填します。

　　　　　 当初のデータ転送　　　　　　　　◇ソフト上の全データ数カウンタから転送データ数を差し引く。

　　　　　　　 スタート　　　　　　　　　  ◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

　　　　　　　　中止？　　　　　Ｙｅｓ　　　　　  ◆【ＥＳＣＡＰＥ】キイ操作により動作中止。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　　　 終了？　　　　　　　　　　　　　   ◆全データ数カウンタが０になったら終了。

　　　　　　　 エラー？　　　　 Ｙｅｓ　　　　　　 補充速度が遅いときなどに発生するエラーでも終了させる。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　　　　　　　　　　 終了　　　　　　　　 ◆ステータスを表示して終了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　追加データ生成・転送　  ◆１データ

　　　　　　　　　　　　　　追加回数カウント　　  ◆全データ数からダウンカウント。

　　　　　　　　追加？　　　　　　　　　　　　    ◆《クロックの有効エッジ検出》フラグ認識により追加データを

　　　　　　　　　　　　　　Ｙｅｓ　　　　　　      補充する。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　ポイント１　　　　当サンプルではＦＩＦＯメモリを使用したクロック同期・非サイクルモードを使用してい

　　　　　　　　　　　　　ますが、初期に複数のＤＡデータが確定していないとき（これが普通？）はＦＩＦＯメモリ

　　　　　　　　　　　　　を使用しない即時更新モードも全んど同じアルゴリズムが使えるでしょう。

　　　　　 割り込み　　　　 追加データ転送を《クロック》割り込みの処理ルーチンで行う例が【ＩＮＴ７６１．Ｃ】

　　　　　　　　　　　　　です。

　　　　　 ＤＭＡ　　　　　追加データ転送をＦＩＦＯメモリの《Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ》で起動されるＤＭＡで行う例が

　　　　　　　　　　　　【ＤＭＡ７６１．Ｃ】です。
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5-1. 適用システム

第５章．波形出力用Ｃハンドラ

　 本機（ＭＤＡ－７６１ＡＴ）で簡単に波形出力することのできる汎用ハンドラ（ＬＩＢ）

 です。  ＭＳ－Ｃ，ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ等でリンクできます。　本機の

 基本的な機能が関数化されており、ユーザは自身の記述するメインルーチンの中から自由

 に呼び出して使用することができます。【最大８チャンネル＝ボード数の同期運転も可能】

5-1. 適用システム

 ◇パソコン本体　　：　ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機（要ＩＳＡバス）

 ◇本体メモリ量　　：　標準メモリ６４０ＫＢ以上（ＥＭＳ，ＸＭＳメモリ使用可能）

 ◇ＯＳ・言語　　　：　ＭＳ－ＤＯＳ（3.1 以上）、および

 　　　　　　　　　　　ＭＳ－Ｃ（7.0）、Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ＋＋、

 　　　　　　　　　　　ＴＵＲＢＯ－Ｃ＋＋（4.0）、または

 　　　　　　　　　　　ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ＋＋（3.1 以上）

 ◇供給メディア　　：　本製品（ＭＤＡ－７６１ＡＴ）添付の３.５インチＦＤ

 ◇チャンネル数　　：　最大８（＝ボード数／マスタスレーブ接続）【注】

 ◇サンプリング速度：　クロック同期・サイクルモードでは８.１９２ＭＨｚ、

　　　　　　　　　　　 非サイクルモードではチャンネル数、データ数、ＣＰＵ速度に依存。

　　　　　　　　　　 【例】１ｃｈ／６４Ｋ語／４８６（　６６ＭＨｚ）：約２６０ＫＨｚ

　　　　　　　　　　　　　 １ｃｈ／６４Ｋ語／Ｐｅｎ（１００ＭＨｚ）：約６１０ＫＨｚ

 ◇ＤＡ出力データ数：　標準メモリ、または拡張メモリ（ＥＭＳ，ＸＭＳ）上で確保可能な

　　　　　　　　　　 容量（バイト数÷２）

【注】動作の制約等： ◆複数ボード使用時の波形データ点数は全チャンネル同数とする。

　　　　　　　　　　 ◆　〃　 〃　 〃　のスタート／ストップは全チャンネル同時。

　　　　　　　　　　 ◆非サイクルモードでの追加データ転送はポーリングまたは割り込み

　　　　　　　　　　　 に限る。（ＤＭＡ使用不可）　なお自動繰り返し動作機能はない。

　　　　　　　　　　 ◆複数ボード使用時、マスタのクロック出力を直結できるスレーブ数

　　　　　　　　　　　 は使用する最高クロック値の制限を受ける。（波形が鈍るため。）

　　　　　　　　　　　 この数は８ＭＨｚ：３枚、４ＭＨｚ：５枚、１ＭＨｚのとき７枚。

　　　　　　　　　　　 なお、マスタからクロックを供給されたスレーブのクロック出力を

　　　　　　　　　　　 他のスレーブに供給可能。（通過遅れ：約２５０ｎｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　図５－１．プログラム構造

　　　　　ユーザ・プログラム　　　　　 本ハンドラ　　　　　　　 割り込み、

　　　　　　　（Ｃ記述）　　　　　　　（Ｃ関数ＬＩＢ）　　　　　機械語ルーチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ハンドラ内で実行）
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5-2. 使用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

5-2. 使用方法

　 ハードウエアの準備　  　本ハンドラは最大８枚のＭＤＡ－７６１ＡＴを運転することが

　　　　　　　　　　　　 できます。　各ボードの設定、接続は以下のとおりです。

　◆１枚だけ使用するときはボード上のスイッチによるＩ／Ｏベースアドレス値（１-３項）

　　を本ハンドラ初期設定関数に渡す値と一致させます。

　◆複数枚を使用するときは１枚目（マスタ）ボード上のスイッチによるＩ／Ｏベースアド

　　レス値（１－３項）を本ハンドラ初期設定関数に渡す値と一致させます。

    ２枚目以降（スレーブ）ボードのＩ／Ｏベースアドレスは１０００ｈずつ加算した値に

    設定します。　またマスタボードのクロック出力を各スレーブボードのクロック源入力

    に接続します。（３－２０項．参照）

　　　表５－２Ａ．各ボード上のＩ／Ｏアドレス・スイッチ設定例（マスタ：出荷時設定値）

　　　　各ボード  ＳＷ１  ＳＷ２  ＳＷ３ 　各Ｉ／Ｏベースアドレス値

　１枚目　（マスタ） 　 ０ 　 １ 　 Ｅ 　０１Ｅ０【ハンドラに渡す】

　２枚目　（スレーブ） 　 １ 　 １ 　 Ｅ 　１１Ｅ０

　３枚目　（スレーブ） 　 ２ 　 １ 　 Ｅ 　２１Ｅ０

　４枚目　（スレーブ） 　 ３ 　 １ 　 Ｅ 　３１Ｅ０

　５枚目　（スレーブ） 　 ４ 　 １ 　 Ｅ 　４１Ｅ０

　６枚目　（スレーブ） 　 ５ 　 １ 　 Ｅ 　５１Ｅ０

　７枚目　（スレーブ） 　 ６ 　 １ 　 Ｅ 　６１Ｅ０

　８枚目　（スレーブ） 　 ７ 　 １ 　 Ｅ 　７１Ｅ０

　プログラムの作成　　　  御自身の作成したメインプログラムをコンパイル、本ハンドラ

　　　　　　　　　　  （ＬＩＢ）とリンクして使用します。　テストには付属のサンプル

　　　　　　　　　　　  を利用してください。　なお、ライブラリ等は４－１項に従って

　　　　　　　　　　　　インストールしておきます。

　　　￥

　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　図５－２Ａ．ディレクトリ

　　　｜

  ＭＳＣＩＥＮＣＥ

　　　｜

　　　｜

 ＨＮＤ７６１Ｃ－－－ＩＮＣＬＵＤＥ－－－－Ｈ７６１．Ｈ　：ハンドラ共通ヘッダファイル

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜－－ＬＩＢ－－７６１ＴＳ．ＬＩＢ ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ-Ｃ用スモールモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－７６１ＴＬ．ＬＩＢ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ-Ｃ用ラージモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－－７６１ＭＳ．ＬＩＢ ：ＭＳ－Ｃ用スモールモデル

　　　　　　　　 ｜　　　　　 ｜－－７６１ＭＬ．ＬＩＢ ：ＭＳ－Ｃ用ラージモデル

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜

　　　　　　　　 ｜－－ＳＭＰ７６１ＣＨ－－ＳＡＭＰＬＥ□．Ｃ　：サンプル・ソース
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5-2. 使用方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５－２Ｂ．関数一覧

　　　　　　関数名 　　　　　　機能・動作 　　　　主なパラメータ等

ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ ボード、本ハンドラの初期化  Ｉ／Ｏアドレス/割り込みレベル

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｃｈ チャンネル関連の設定  チャンネル数

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ トリガ（スタート）関連の設定  トリガ源、極性

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ 波形データ転送モードの設定  データ転送方法/バッファ領域

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ オプション、外部クロックの設定  外部クロック周波数

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ クロック源、クロック値の設定  クロック源/分周比

ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ 波形出力スタート（３２ＫＢ以内）  ＤＡデータ数/更新モード

ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ 波形出力スタート（３２ＫＢ超過） 　　〃   〃      〃  〃

ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｂ ＤＡ即時・同期更新出力（Ａ，Ｂ）  ＤＡデータａ，ｂ

ｄａ＿ｏｕｔ＿ｂ ＤＡ即時・単独更新出力（Ｂのみ）  ＤＡデータｂ

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ ボード・ステータスの取得  ボード・ステータス

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｃｏｕｎｔ ＤＡデータ数カウンタの現在値を取得  データ数/ブロック数

ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ 波形出力の強制停止

ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ 本ハンドラの終了

ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ 拡張メモリにＤＡデータを書き込む  データ数/ブロック数/バッファ

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ ＤＡデータコードの選択  バイナリ/２の補数

ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ 出力信号（クロック／ＳＹＮＣ）切り替え

ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ ＫＥＹ操作によるトリガ待ち停止 （ＣＮＴＬ）＋（ＰＡＵＳＥ）

ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ ＫＥＹ操作による強制トリガ（出力開始）  ＥＳＣ/ＳＰＡＣＥ/ＥＮＴＥＲ

ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ トリガ待ちタイムアウト時間の設定  秒単位

ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ 波形出力条件の再設定（前回と同一）

ｄａ＿ｏｎｉｎｔｒ＿ｆｕｎｃ 割り込みで実行するユーザ関数の指定  割り込み要因

ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ 本ハンドラのバージョン情報取得

　応用プログラムの記述　　　 ユーザプログラムは以下の手順で記述します。　実際の作成

　　　　　　　　　　　　 　時はサンプル・ソース（図５－２Ａ参照）に習ってください。

　　（１）　初期化を行う。【ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ ）】

　　　　　◆　ここではボード上で設定したＩ／Ｏベースアドレスを本ハンドラが認識する

　　　　　　と同時に使用する場合の割り込みレベル設定、ボードリセット、その他、ハン

　　　　　　ドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

　　（２）　パソコン本体の（標準，ＥＭＳ，or ＸＭＳ）メモリ上にＤＡデータバッファを

　　　　　確保し、出力すべきＤＡデータを書き込む。

　　（３）　サンプリング（ＤＡ出力）条件を設定する。

　　　　　　　◆チャンネル関連　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｃｈ（ ）】

　　　　　　　◆サンプリング・モード関連　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ ）】

　　　　　　　◆トリガ関連　　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ ）】

　　　　　　　◆クロック関連　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ ）】

　　（４）　サンプリング開始。【ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）】

　　（５）　動作状態（ステータス）取得。【ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ ）】

　　（６）　サンプリング停止。【ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ）】
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5-3. 関数セット

　初期化、動作条件設定、スタート、ストップ、ステータス取得、汎用割り込み処理、等々、

各関数は波形出力を実現する基本機能単位となっています。　また、各関数は自身の性格か

ら適切な実行手順があります。（前５－２項．参照）

 【1】ＭＤＡ－７６１ＡＴボード、および本ハンドラの初期化

 ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ｉｎｔ ａｄｄｒｅｓｓ， ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，

                                     ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｎｏ）

 ａｄｄｒｅｓｓ 　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボード１枚のみ使用時、または複数枚使用時のマスタボードに

                          設定されたＩ／Ｏベースアドレス（表５－２参照）。　標準＝０ｘ０１Ｅ０

 ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボードの使用枚数。

 ｉｎｔｒ＿ｎｏ　　　　　　使用する割り込みレベル。／３，５，７，９，１０，１１，１２，１５ から選択。

　　　　　　　　　　　　　 範囲外の値は不使用を意味する。（割り込みはマスタのみが使用する。）

　　 戻り値　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　   機能・動作　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴボード上で設定したＩ／Ｏベースアドレスを本ハンドラが認識

                            すると同時に使用する場合の割り込みレベル設定、ボードリセット、その他、ハン

                            ドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

◇ 当関数実行直後の各ボードはチャンネルＡＢ，共に０ｖ出力、また即時・同期

  更新モード。　いつでも、後記【８】の１データ即時・同期更新出力が可能。

◇ 波形出力するときは【２】～【５】の条件設定後、【６】ｏｒ【６】‘ でスタ
  ート。

 【2】トリガ（スタート方法）関連の設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ， ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ）

　ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ　　トリガ源。　／０：即トリガ、　１：外部トリガ（入力待ち）

　ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ　　　　　外部トリガ極性。／０：負エッジ（↓）、　１：正エッジ（↑）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：負レベル、　　　　３：正レベル

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　 機能・動作　　　　　　 波形出力スタート条件を設定する。　外部トリガ極性でレベルを指定したときは

　　　　　　　　　　　　　　指定されたレベル間だけ波形出力が行われる帯域動作となる。（３－１７項参照）

                                                                                                                     



75

ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5-3. 関数セット

【3】波形データ転送モードの設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ｉｎｔ ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［ ］， ｉｎｔ ｂｕｆ＿ａｒｅａ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｗ）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］　　　波形データ追加転送方法。／０：Ｉ／Ｏ命令　（本ソフトではＤＭＡを不使用）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］　　　波形データ追加転送の起動要因（割り込み使用時は要求発信要因）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／０：Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ、　１：Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ Ｆｕｌｌ

　ｂｕｆ＿ａｒｅａ 　　　　　 波形データ格納バッファ。　／０：標準（コンベンショナル）メモリ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：ＥＭＳ、　２：ＸＭＳ

　ｉｎｔｒ＿ｓｗ　　　　　　　波形データ追加転送に割り込み使用の有無。／０：不使用、　１：使用

　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　　    波形データ追加転送（非サイクルモード）、および波形データバッファに関する

                            条件を設定する。　ここで割り込みを不使用とすれば追加転送の起動はポーリング

                            によって検出・実行される。　なお、ここで割り込みを使用しない設定のときは、

                            割り込みを【１９】ユーザ関数の起動に使用することもできる。

　　　　　　　　　図５－３．波形データ格納バッファ内のデータ配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先頭ＤＡデータの下位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先頭ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　 ボード番号＝０　：１枚目／マスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・　　　　　　　　　　　　　（ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 末尾ＤＡデータの下位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 末尾ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　同　上　　　　　　　　 ボード番号＝１　：２枚目／スレーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　　　 ボード番号＝７　：８枚目／スレーブ
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【4】オプション、または外部クロック源周波数値の設定

 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ（ＵＬＯＮＧ ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ）

 ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ　　オプション、または外部クロック源の周波数（Ｈｚ単位）

　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　オプションまたは外部クロック源を使用する場合、その周波数（Ｈｚ単位）を設定する。

　　　　　　　　　　　  後記【５】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋで分周比によるクロック指定、またはボードに

　　　　　　　　　　　　標準搭載の内部クロック源（８ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ）を使用するときは必要ない。

【5】サンプリング（波形出力同期）クロック値の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ｉｎｔ ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ, ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ,

                                      ｉｎｔ ＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ, ＵＬＯＮＧ ＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ）

　ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ　　    クロック源指定。／０：内部クロック源０（８.０００ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：内部クロック源１（８.１９２ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２：内部クロック源２（オプション）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３：内部クロック源３（未使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４：外部クロック源　（有効極性：↓）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５：外部クロック源　（有効極性：↑）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　　サンプリング・クロックの指定方法。／０：クロック周期の値、　１：分周比

　＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ　　　　クロック周期の単位。／０：ｓ，　１：ｍｓ，　２：μｓ，　３：ｎｓ

　＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ　　　クロック周期の値、または分周比。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　サンプリング・クロック値を設定する。　なお設定できない値が指定されたときは

　　　　　　　　　　　　　　設定可能な長い方の近似値が設定される。　またクロック源を２，４，５から選び、

　　　　　　　　　　　　　　クロックを周期の値で指定するときは前記の【４】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋでク

                            ロック源の周波数値を定義しておく必要がある。
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  【6】サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語以内のとき》

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　  １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分：ＦＩＦＯメモリ容量以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　  更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）

　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　　波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　   正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。

　　　　　　　　　　　 　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　 データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－３の構成です。　なお、

　　　　　　　　　　　　　  【３】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）

　　　　　　　　　　　　　　 メモリに指定したときは④が無視されます。（①②により本ハンドラが自動設定）

 【6】‘ サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語を超えるとき》

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＿ｈｕｇｅ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　 １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分：ＦＩＦＯメモリ容量以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　 出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　 更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）

　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　 波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。

　　　　　　　　　　　　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－３の構成です。　なお、

　　　　　　　　　　　　　 【３】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）

　　　　　　　　　　　　　　メモリに指定したときは④が無視されます。（①②により本ハンドラが自動設定）

　《注１》　サンプリング（波形出力）スタート関数【6】と【6】‘ は総出力データ量の大きさに
　　　　　より使い分けてください。　機能は全く同一です。

　《注２》　サイクルモード時の１ブロック当りデータ数（①）は、ＦＩＦＯ容量（標準４Ｋ語）

　　　　　以内で、指定回数（②）または停止操作まで繰り返し出力します。　一方、非サイクル

　　　　　モード時は総出力データ（①×②）を１回だけ出力して動作終了となります。
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【7】ＤＡチャンネルＡ，Ｂ即時・同期更新出力

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｂ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖａ， ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖｂ）

      ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　ｕｐｄ＿ｖａ　　　　　チャンネルＡ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　ｕｐｄ＿ｖｂ　　　　　チャンネルＢ　〃　〃　　／　　〃　　〃　　（　  〃　　）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　チャンネルＡ，Ｂ同時に新データで更新されます。

　　　　　　　　　　　　　  本関数は【１】初期化の後、単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　　　  ◇　波形出力中に本関数が実行されると、その時点で波形出力が停止し、続いて本関数の

　　　　　　　　　　　　　　　結果が得られます。　乗算、または減算（加算）出力モードのときは、この過程で出力

　　　　　　　　　　　　　  　に（瞬間的な）乱れが生じることがありますから御注意ください。

【8】ＤＡチャンネルＢのみ即時更新出力　《チャンネルＡが波形出力中の時だけ有効》

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ｂ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ， ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖｂ）

      ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　ｕｐｄ＿ｖｂ　　　　　チャンネルＢ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　チャンネルＡが波形出力中のとき、チャンネルＢが新データで更新されます。

　　　　　　　　　　　　　◇　本関数はチャンネルＡの波形出力が行われていない時は無効です。当チャンネルＢが

　　　　　　　　　　　　　　チャンネルＡの振幅制御（乗算モード）に使用されている場合、またはチャンネルＡの

　　　　　　　　　　　　　　波形出力中に当チャンネルＢを更新したい場合の用途です。

　　　　　　　　　　　　　◇　本関数実行によるチャンネルＢの更新タイミングは、直後の（波形出力用）クロック、

　　　　　　　　　　　　　　すなわちチャンネルＡ更新タイミングです。クロック周期が長い場合や外部クロックを

　　　　　　　　　　　　　　使用するときは注意が必要です。

【9】ボードステータスの取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ０＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｅｏｓ, ｉｎｔ ＊ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ,

　　　　　　　　　　　　　　　  ｉｎｔ ＊ｕｐｄ＿ｅｒｒ, ｉｎｔ ｓｔａｔｕｓ［ ］）

     ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　 ステータス取得する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　① ｃｎｔ０＿ｄａｔａ　　（１ブロック中の）出力データ数カウンタの現在値。。／カウンタ＃０。

　② ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数カウンタの現在値。／カウンタ＃１。

　③ ｅｏｓ　　　　　　　　  ＤＡ出力終了。　　　／１：終了、　０：出力中または開始前。

　④ ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ　　　　割り込み要求発生。　／１：発生、　０：未発生／（３－１０項）

　⑤ ｕｐｄ＿ｅｒｒ　　　　　更新出力エラー。　　／１：発生、　０：未発生／（３－１８項）

　　 ｓｔａｔｕｓ［０］　　　ボードステータス１。／１バイト生データ（３－１８項）

　　 ｓｔａｔｕｓ［１］　　  ボードステータス２。／未使用

　　　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 ①②③は動作進行状況、または終了の検出に使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 なお③④⑤は一旦セットされると【１】初期化、または【１８】フラグクリア関数で

　　　　　　　　　　　　　　 リセットするまで保持されます。
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【10】サンプリング（波形出力）動作の強制停止

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　全チャンネル（ボード）のサンプリング動作を強制的に停止します。

　　　　　　　　　　　　　◇　各チャンネルの出力は最後に更新された値を保持しています。　この後、スタート関数

　　　　　　　　　　　　　　により再スタート（続きを実行）することができます。

　　　　　　　　　　　　　◇　ＦＩＦＯメモリ内の残りデータはそのまま待機状態です。　この後、新たな波形出力を

　　　　　　　　　　　　　　行うときは再度【１】～【５】の手順を踏むか、同一条件で再設定の関数【１８】を実行

　　　　　　　　　　　　　　してからスタート【６】ｏｒ【６】‘ させます。

【11】本ハンドラの終了

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　本ハンドラの終了。　確保したメモリ領域の開放等、開始前の状態に戻す。

　　　　　　　　　　　　【注】　ＤＡ出力の最終状態を維持するためにボードのリセットは行いません。　０ｖ出力に

　　　　　　　　　　　　　　　戻して終了したいときは【７】即時出力関数で０ｖ相当データを書き込んでから本関数

　　　　　　　　　　　　　　　を実行します。

　　 ★ 以上【１】～【１１】が主要関数です。　以下の【１２】～ は補助的な関数です。★
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【12】拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用しない場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

  ① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）

  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数

  ③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数

　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １：サイクル（②×③を出力）、 １：非サイクル（②×③を出力）

　⑤ ｂｕｆｐｔｒ　　　　　バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して

　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック

　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。

　　　　　　　　　　　　　 なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

   【12】‘ 拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用する場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ huge ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）

  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数

　③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数

　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：サイクル（②×③を出力）、 １：非サイクル（②×③を出力）

　　 ⑤ ｂｕｆｐｔｒ　　　 バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して

　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック

　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。

　　　　　　　　　　　　　　なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

【13】ＤＡデータコードの指定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ（ ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ａ, ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ｂ ）

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ａ　　　チャンネルＡのＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ｂ　　　チャンネルＢのＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ボードＭＤＡ－７６１ＡＴに入力コード（ＤＡデータの型）を指定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　チャンネルＡ，Ｂごとに全ボード共通。
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 【14】クロック／ＳＹＮＣ・外部出力の切り替え

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ（ ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］ ）

　ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］　　　 クロック／ＳＹＮＣ・出力選択。／０：クロック、　１：ＳＹＮＣ

　　　　　　　　　　　　 ◇［ ］内はボード番号０～７、複数ボード使用時の［０］はマスタなので必ず０とする。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　外部へのクロック信号出力（コネクタＣＮ２のＣＬＫ－ＯＵＴ）を必要ならＳＹＮＣ

　　　　　　　　　　　　　　信号（各１ブロック・データの開始タイミング）に切り替えることができる。　但し、

　　　　　　　　　　　　　　複数ボード使用時のマスタはクロックを出力しなくてはならないので、必ずクロック側

　　　　　　　　　　　　　　に設定すること。

 【15】 《 ＢＲＥＡＫキイ押下によるトリガ待ち停止 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ（ ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　動作の指定。／０：解除、　１：設定

　　  戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　ＢＲＥＡＫ（＝ＣＴＲＬ＋ＰＡＵＳＥ）キイの押下により、トリガ待ちを停止させる。

　　　　　　　　　　　　　サンプリング（波形出力）中であればサンプリングを強制停止させる。　スタート関数

　　　　　　　　　　　　　の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由でトリガが入力さ

　　　　　　　　　　　　　れない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

 【16】 《 有効キイ押下による強制的・即トリガ動作 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ（ ｉｎｔ ａｃｔ＿ｋｅｙ ）

　ａｃｔ＿ｋｅｙ　　　　 有効な動作ｋｅｙ。／０：解除、　１：ＥＳＣ、　２：ＳＰＡＣＥ、　３：ＥＮＴＥＲ

　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　 有効な動作キイの押下により、強制的に即トリガ動作（波形出力開始）させる。

　　　　　　　　　　　　 スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で

　　　　　　　　　　　　 トリガが入力されない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

   【17】 《 （トリガ待ち）タイムアウト 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ（ ＷＯＲＤ ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ ）

　ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ　　　　タイムアウトまでの時間（単位＝秒）。／１～６５５３５、　　０：解除、

　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で

　　　　　　　　　　　　　トリガが入力されない場合、当時間が経過するとトリガ待ちを停止する。
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【18】フラグクリア、およびサンプリング条件の再設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ（ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　ＤＡ出力条件再設定の有無。／０：フラグクリアのみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：フラグクリア後、ＤＡ出力条件を再設定する。

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　　　各フラグをクリアし（３－１８項）、サンプリング条件を前回と同一に再設定する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　ＤＡ出力条件の再設定：　具体的には【２】～【５】の関数を実行する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　フラグクリアにはＦＩＦＯメモリのリセットが含まれており、停止時の残りデータを

　　　　　　　　　　　　　　　破棄して（停止時の出力値を起点に）新データ群を定義・出力することができる。

 【19】 割り込み発生時に実行するユーザ関数の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｖｏｉｄ ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ ＿ｆａｒ ＊ｆｕｎｃ）

　　ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ　　　割り込み要求の発生要因。／０：クロック（波形出力の各データ更新タイミング）

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：外部割り込み入力（↓）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：外部割り込み入力（↑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３：トリガ発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４：指定ブロック数の更新出力終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５：各ブロックの先頭データ更新出力時

　　　＊ｆｕｎｃ　　　　　　　　ユーザ作成関数のポインタ

　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　　　　ユーザが任意に作成した割り込み処理関数の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　◇　但し、当指定は【３】波形データ転送モードで、割り込みを不使用に設定した場合

　　　　　　　　　　　　　　　　のみ可能です。　なお、【１】初期化実行の直後は可能な状態です。

【20】 本ハンドラのバージョン取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ（ｉｎｔ ｖｅｒ ）

　　　　ｖｅｒ　　　　　　　　　　０：戻り値は（メジャー・バージョン番号）＋（マイナー・バージョン番号）

      　　　　　　　　　　　　　　１：戻り値は（メジャー・バージョン番号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　２：戻り値は（マイナー・バージョン番号）

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　本ハンドラのバージョン番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ハンドラのバージョン情報を得る

　　　　　　　　　　　　　　　　◇　例えばバージョンが１.０１の場合、本関数をｖｅｒ＝０として実行すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戻り値は０ｘ１０１となります。
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　  □■ エラー ■□　　  　本ハンドラの各関数は実行前後（または実行中）に不適当なパラ

　　　　　　　　　　　　　メータや動作状態を検出するとエラーコードを返してきます。

   表５－３Ａ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　適用関数、引数、等

－　１ 　ボードを検出できない。（ボード不在、Ｉ／Ｏアドレス不一致、等）　ａｄ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ

－　２ 　ハンドラ初期化時のメモリ不足。 　

－　３ 　初期化が未実行。 　

－　４ 　スタート関数【６】【６】’実行前の条件設定不足。 　ａｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ

　 　

　 　

　

－１０ 　ボード数、またはボード番号指定エラー。 　ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，ｂｏａｒｄ＿ｎｏ

－１１ 　トリガ源の指定が不適当。 　ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ

－１２ 　トリガ極性の指定が不適当。 　ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ

－１３ 　波形データ追加転送方法の指定が不適当。 　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］

－１４ 　波形データ追加転送の起動要因指定が不適当。 　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］

－１５ 　波形データ格納バッファの指定が不適当。 　ｂｕｆ＿ａｒｅａ

－１６ 　割り込み使用の有無指定が不適当。 　ｉｎｔｒ＿ｓｗ

－１７ 　クロック源の指定が不適当。 　ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ

－１８ 　クロックの指定が不適当。 　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ

－１９ 　クロック周期単位の指定が不適当。 　ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ

－２０ 　クロック周期値の指定が不適当。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－２１ 　１ブロック当りのデータ数、ブロック数値の指定が不適当。 　ｎｕｍ＿ｄａｔａ，ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ

－２２ 　更新モードの指定が不適当。 　ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ

－２３ 　更新モード＝サイクル時に割り込みは不可。 　

－２４ 　１ブロック当りのデータ数がＦＩＦＯの（１／２容量）より大きい。　

－２５ 　データ数が６４ＫＢを超える。 　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）

　

　 　

　 　

－３０ 　データ格納バッファに拡張メモリが指定されていない。 　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ ）

－３１ 　拡張メモリへのデータ書き込みは全て終了済み。 　同上。

－３２ 　指定ボード用のデータは既に拡張メモリに書き込み済み。 　同上。

－３３ 　前ボード用のデータ書き込み未完了。（若い番号ボードから順に！）　同上。

－３４ 　チャンネルＡのＤＡデータ・コード指定が不適当。 　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ａ

－３５ 　チャンネルＢのＤＡデータ・コード指定が不適当。 　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ｂ

－３６ 　ＤＡ出力停止ＫＥＹは【ＣＮＴＬ＋ＰＡＵＳＥ】ＫＥＹに設定済み。　

－３７ 　トリガ待ち解除・強制実行（スタート）ＫＥＹは設定済み。 　

－３８ 　ＤＡ出力（サンプリング）に割り込みを使用している。 　ｄａ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ

－３９ 　割り込み要求源の指定が不適当。 　ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ

－４０ 　ユーザ作成関数が存在しない。 　ｆｕｎｃ

－４１ 　外部クロック源周波数の指定なしでクロック周期を指定した。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－４２ 　指定したクロック周期または分周比が大きすぎる。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－５０ 　ＤＡ出力（サンプリング）終了。

－５１ 　【ＣＮＴＬ＋ＰＡＵＳＥ】ＫＥＹで停止した。

－５２ 　タイムアウト時間経過によりトリガ待ちを停止した。

－５３ 　クロック同期更新エラー発生。（クロック値が速すぎるときなど）
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   表５－３Ｂ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　適用関数、引数、等

－６０ 　ＥＭＳ関連：常駐していない。 　

－６１ 　ＥＭＳ関連：物理ページのエントリ取得エラー。 　

－６２ 　ＥＭＳ関連：物理ページ数が不足。（４ページ必要） 　

－６３ 　ＥＭＳ関連：ページ・フレームのアドレス取得エラー。

－６４ 　ＥＭＳ関連：未アロケート・ページ数取得エラー。 　

－６５ 　ＥＭＳ関連：メモリ不足エラー。 　

－６６ 　ＥＭＳ関連：ページの割り当てとハンドルの取得エラー。 　

－６７ 　ＥＭＳ関連：マップエラー、ＥＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。

－６８ 　ＥＭＳ関連：既に開放されている。

－７０ 　ＸＭＳ関連：常駐していない。

－７１ 　ＸＭＳ関連：ドライバ・エントリアドレス取得エラー。

－７２ 　ＸＭＳ関連：フリーメモリ取得エラー。

－７３ 　ＸＭＳ関連：メモリ不足エラー。

－７４ 　ＸＭＳ関連：メモリ確保エラー。

－７５ 　ＸＭＳ関連：転送バッファ確保エラー。

－７６ 　ＸＭＳ関連：データ転送エラー。

－７７ 　ＸＭＳ関連：マップエラー、ＸＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。

－７８ 　ＸＭＳ関連：既に開放されている。
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第６章．保守・その他

6-1. 故障・トラブル等の原因と対処

　本機は【ＤＯＳ／Ｖ系パソコン】＋【拡張ボックス】のシステム構成で全数検査のうえ出荷され

ています。　お手元での動作確認方法は１－６項に記されています。　動作に不具合いがあるとき

は以下の諸点を再点検してください。　それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステ

ム構成（特に外部機器の接続回路）等の動作条件を御記入のうえ、技術部宛ＦＡＸしてください。

　迅速に応答する体制となっています。　なおＴＥＬいただく場合も、客観情報の整理・評価は問

題解決のスピードアップにつながりますから、事前に【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてください。

　　再点検・確認ポイント

　（１）Ｉ／Ｏアドレス　　◆ＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機の規定範囲か？（１－３項）

　　　　　　　　　　　　　◆他のボードと重複していないか？

　（２）ＤＭＡ，

　　　　割り込みレベル　　◆他のボードと重複していないか？（３－９項）

　（３）トリガ関連　　　　◆トリガ待ち状態ではプログラムが止まってみえる。（３－１７項）

　（４）アナログ出力　　　◆負荷：５ＫΩ以上、１０００ｐＦ以下（２－１項）

　（５）アナログ入力　　　◆±１５ｖ（本ボード内のアナログ回路電源電圧）以上の過大入力が

　　　　　　　　　　　　　　印加されると故障の原因となります。（２－１項）

　（６）デジタル入力　　　◆本ボードのＴＴＬ入力（外部クロック、トリガ、割り込み）に接続

　　　　　　　　　　　　　　できる信号源はＴＴＬ（ＬＳ、ＣＭＯＳ等を含む５ｖ電源動作素子）

　　　　　　　　　　　　　　に限ります。　現場で不適切な信号源を接続したために本ボード内

　　　　　　　　　　　　　　のＴＴＬ入力素子を破損する事故が頻発していますので御注意くだ

　　　　　　　　　　　　　　さい。（次ページ／図６－１参照）

　　動作確認方法

　　当社では原則として、ユーザ作成のソフトウエアについては評価しません。　動作確認は本

　製品添付の当社製プログラム（１－６項）の実行結果について推測・適否・判定を行います。

　　ＱＡリクエスト時には当プログラムの実行結果をレポートしてください。
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ボード内ＴＴＬ入力素子破損の主な原因

　　ＴＴＬ入力素子の絶対最大定格は【負側：－０.６ｖ】【正側：＋７ｖ】です。　このレベル

　を一瞬でも超えると入力素子破壊の原因になります。　主な危険要素は、

　◆　ファンクション・ジェネレータ等の交流信号出力を接続して破損させる例が多いようです。

　　　矩形波でも±に振れる信号は接続できません。　特に、負側の許容レベル【－０.６ｖ】が

　　低いことに注意してください。

　◆　＋５ｖ以上に振れるロジック信号も接続できません。　１２ｖ～２４ｖ電源を使用する機器

　　からのデジタル信号は不可、信号レベルが不明なときは信号源の電源電圧が目安になります。

　◆　アナログ信号源は±１５ｖ電源によるオペアンプ出力が多く危険です。　なお、ＴＴＬ入力

　　にアナログ信号を接続しても立上り／立下り特性等が仕様を満足せず、正常な動作は期待でき

　　ないでしょう。

　◆　信号源と本ボードのグランド・レベルに差があるときも危険です。（テスタで測定可能）

　　　　　　　　図６－１．【高レベル信号】→【ＴＴＬレベル】変換回路例

          （ボード内部）

    　　   +5v                       CLK-IN, TRG-IN, INT-IN

                  10K                 （NPN 型）

                                        2SC945, or....         10pF 　　　　　  信号源

                          INPUT

                                　　    Tr

                          TTL                                  10K　　　    ±50v

                          レベル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以下

                                             10K        1S1588 or...

                           DG

                                  　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《注》本回路はインバータ（極性反転）です。
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6-2. 再調整

　動作テスト・確認の方法は【１－６項】のとおりです。　同テストから得られた値に入力範囲の

変化やオフセットが認められるときは再調整が必要です。　アナログ回路は経年・環境変化に対す

る保守を定期的に行うことが望ましく、夏冬の使用環境（周囲温度）に差がある場合は季節単位、

通年安定した使用環境の場合は１～２年に１度は校正することが理想的です。

　再調整の方法・手順を以下に記しますが、極細のドライバ、デジタル電圧計を必要とし、手順も

やや複雑ですから御希望により当社でも（実費で）お請けします。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項，１－３項）とします。

　②　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張

　　（ＩＳＡバス用）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。　このとき、

　　　◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた

　　　　ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　　◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、

　　　　（油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて

　　　　しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

　　　◆　イクステンダ等により本ボードをＩ／Ｏスロットから引き出した状態では誤動作を

　　　　起こすこともありますから、必要以外は使用しないでください。

　　　◆　同時に使用する他のＩ／Ｏボードがあり、これに設定されているＩ／Ｏアドレスが

　　　　本ボードの（出荷時）設定と重なる場合は、本ボードのＩ／Ｏベースアドレスをシス

　　　　テムの許す範囲で変更・設定してください。　その場合は、試運転プログラムの冒頭

　　　　で本ボードのＩ／Ｏベースアドレスを初期値から変更した値に設定する必要がありま

　　　　す。【１－３項．参照】

　③　図６－２のように、本ボードのＤＡチャンネルＡ、Ｂ出力をデジタル電圧計に接続します。

　④　以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体

　　を最後に行います。　電源切断は逆順序です。

　　　　　　　　　　　　　　図６－２．再調整用の測定機接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チャンネルＡ）　　　　　　   HI

　　　　  ＭＤＡ－７６１ＡＴ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デジタル電圧計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チャンネルＢ）　　　　　     LO

                                   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   HI

　　　　　　　　　　　（ピン番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  デジタル電圧計

　　◆チャンネルＡ出力：　１番　　　　　　　　　　　　　　　　　　   LO

　　◆アナロググランド：　６番　　　　　コネクタ

　　◆チャンネルＢ出力：　２番　　　　　ＣＮ１（１－４項．参照）

　　◆アナロググランド：　７番
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　⑤　電源を投入、ＭＳ－ＤＯＳシステムを立上げます。　再調整に使用するプログラムは試運転

　　でも使用した“７６１ＱＢ１”です。 　＞７６１ＱＢ１【ENTER】でプログラムが走り始め

　　ます。

　⑥　メニュ－から“PROMPT MODE”（即時更新モード）を選択し、表６－１／６－２の目標

　　値を得るよう、オフセット調整とゲイン調整を交互に２～３回繰り返して最適位置を求めます。

　【調整トリマ番号】：　以下の文中、□＝ＡはチャンネルＡ用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□＝ＢはチャンネルＢ用　です。

当社出荷時の標準Ａモード（２－２項．参照）の場合

　　◆オフセット調整：　アナログ出力範囲をユニポーラ（０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ）に設定

　　　　　　　　　　　しているときは出力データを“０００ｈ”（０ digit）とし、出力電圧が

　　　　　　　　　　　０ｖとなるようにＴＭ□１を調整する。

　　　　　　　　　　　バイポーラ（±１０ｖ／±５ｖ）に設定しているときは出力データを

　　　　　　　　　　　“８００ｈ”（２０４８ digit）とし、出力電圧が０ｖとなるようにトリ

　　　　　　　　　　　マＴＭ□２を調整する。

　　◆ゲイン調整　　：　アナログ出力範囲をユニポーラ（０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ）に設定

　　　　　　　　　　　しているときは出力データを“ＦＡ０ｈ”（４０００ digit）とし、出力

　　　　　　　　　　　電圧が表６－１Ａの目標値となるようにＴＭ□３を調整する。

　　　　　　　　　　　　バイポーラ（±１０ｖ／±５ｖ）に設定しているときは出力データを

　　　　　　　　　　　“ＦＤ０ｈ”（４０４８ digit）とし、出力電圧が表６－２Ａの目標値と

　　　　　　　　　　　なるようにトリマＴＭ□３を調整する。

当社・非標準Ｂモード（２－２項．参照）の場合

　　◆オフセット調整：　アナログ出力範囲をユニポーラ（０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ）に設定

　　　　　　　　　　　しているときは出力データを“０００ｈ”（０ digit）とし、出力電圧が

　　　　　　　　　　　０ｖとなるようにＴＭ□１を調整する。

　　　　　　　　　　　バイポーラ（±１０ｖ／±５ｖ）に設定しているときは出力データを

　　　　　　　　　　　“８００ｈ”（２０４８ digit）とし、出力電圧が０ｖとなるようにトリ

　　　　　　　　　　　マＴＭ□２を調整する。

　　◆ゲイン調整　　：　アナログ出力範囲をユニポーラ（０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ）に設定

　　　　　　　　　　　しているときは出力データを“ＦＦＦｈ”（４０９５ digit）とし、出力

　　　　　　　　　　　電圧が表６－１Ｂの目標値となるようにＴＭ□３を調整する。

　　　　　　　　　　　　バイポーラ（±１０ｖ／±５ｖ）に設定しているときは出力データを

　　　　　　　　　　　“ＦＦＦｈ”（４０９５ digit）とし、出力電圧が表６－２Ｂの目標値と

　　　　　　　　　　　なるようにトリマＴＭ□３を調整する。
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　表６－１Ａ．ユニポーラ出力範囲の調整ポイント【当社出荷時の標準Ａモード】

　　ＤＡ出力データ 　　　公称アナログ出力範囲

 hex 表示 　１０進表示  ０～＋１０ｖ範囲  ０～＋５ｖ範囲 調整トリマ

オフセット調整  ０００ｈ  　　０ digit  調整目標＝０ｖ  調整目標＝０ｖ  ＴＭ□１

 　 ゲイン調整  ＦＡ０ｈ  ４０００ digit  調整目標＝+１０ｖ  調整目標＝+５ｖ  ＴＭ□３

　表６－２Ａ．バイポーラ出力範囲の調整ポイント【当社出荷時の標準Ａモード】

　　ＤＡ出力データ 　　　公称アナログ出力範囲

 hex 表示 　１０進表示  　±１０ｖ範囲  　±５ｖ範囲 調整トリマ

オフセット調整  ８００ｈ  ２０４８ digit  調整目標＝０ｖ  調整目標＝０ｖ  ＴＭ□２

 　 ゲイン調整  ＦＤ０ｈ  ４０４８ digit  調整目標＝+１０ｖ  調整目標＝+５ｖ  ＴＭ□３

　表６－１Ｂ．ユニポーラ出力範囲の調整ポイント【Ｂモード／当社非標準】

　　ＤＡ出力データ 　　　公称アナログ出力範囲

 hex 表示 　１０進表示  ０～＋１０ｖ範囲  ０～＋５ｖ範囲 調整トリマ

オフセット調整  ０００ｈ  　　　０ digit  目標=０ｖ  目標=０ｖ  ＴＭ□１

　　ゲイン調整  ＦＦＦｈ  ４０９５ digit  目標=+9.99756 v  目標=+4.99878 v  ＴＭ□３

　表６－２Ｂ．バイポーラ出力範囲の調整ポイント【Ｂモード／当社非標準】

　　ＤＡ出力データ 　　　公称アナログ出力範囲

 hex 表示 　１０進表示  　±１０ｖ範囲  　±５ｖ範囲 調整トリマ

オフセット調整  ８００ｈ  ２０４８ digit  目標=０ｖ  目標=０ｖ  ＴＭ□２

　　ゲイン調整  ＦＦＦｈ  ４０９５ digit  目標=+9.99512 v  目標=+4.99756 v  ＴＭ□３

（外部アナログ入力）減算／加算モードの場合【２－３項．参照】

　　前述のオフセット／ゲイン調整を行った後、アナログ入力に所定の減算（加算）電圧を印加

　したうえで次の微調整を行う。

　　アナログ出力範囲をユニポーラに設定しているときはＤＡ出力データを“０００ｈ”、

　　また、バイポーラに設定しているときはＤＡ出力データを“８００ｈ”（２０４８ digit）と

　したときにチャンネルＡの出力電圧がアナログ入力電圧値の絶対値に等しく、逆極性となるよう

　にトリマＴＭＡ４を調整する。

　　◆なお、アナログ入力端子《Ｖ INH》と《Ｖ INL》を入れ替えると同極性（加算）にもなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２－１項．参照】

　



90

6-3. 修理のときは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ＭＤＡ－７６１ＡＴ

6-3. 修理のときは

　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接お申しつけください。　商社等を経由されますと時間

がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。　なお当社では修理依頼を

受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受けます。

　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので、事前に御相談ください。

　                                                          【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　無償修理　　　  納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して

　　　　　　　  は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか

                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の

                記録を基に判定しています。

　有償修理　　　  落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に

　　　　　　　  帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・

　　　　　　　　  有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限

                額を事前通知いただければ、作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で

                連絡・相談させていただきます。

 ◆受け渡し　：　 宅配便によるセンドバックで行います。

 ◆修理期間　：　 全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。時間を要する

   　　　　　　 場合は御連絡いたします。

 ◆費用の目安：　 修理費用は事務管理手数料、技術者の所要時間（１時間単位）手数料、および

                交換部品代の合計です。  ２０００年１月現在（時勢により変動します）では、

                    ◇事務管理手数料（１件当り、返送運賃含）：＝￥４,０００

　　　　　　　      ◇修理時間手数料：＝（時間単価￥６,０００）×所要時間

                    ◇交換部品代    ：＝￥実費

　　　　　　　　  故障経緯、システム客観情報の添付は時間の節約・コストダウンに有効です。

　　　　　　　　　典型的な事例では費用合計が￥２０,０００を超えることは希れです。

　　　【注２】　　当社製品に対してユーザが改造を行った場合は、当社サポートの対象外になり

　　 　　　   　ます。　改造とは製品に新たな部品を追加実装、または実装部品を削除したり、

　　　　 　   　回路パターン・接続に変更を加えることです。　なお、当社がオプションとして

　　　 　　　   供給、または指定した部品の追加実装・交換はこの限りではありません。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３２４７）１８５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ　   　購入時期　　　　年　　　　月

　　　　　　　　　　　ＳＷ１：

　 ボード上の　　 　　ＳＷ２：　　　　　　　　Ｉ／Ｏベースアドレス設定（出荷時：０１Ｅ）

　 設定、　　　　 　　ＳＷ３：

　 使用状況　　　 　　ＲＧＡ：　　　　　　　　チャンネルＡの出力範囲　（出荷時：３）＝±１０ｖ

　　　　　　　　　ＲＥＳＥＬ：　　　　　　　　チャンネルＡの乗算対象　（出荷時：１）＝ボード内の固定基準

　　　　　　　　　　ＯＦＳＬ：　　　　　　　　チャンネルＡの減算対象　（出荷時：１）＝０ｖ

　　　　　　　　　　　ＲＧＢ：　　　　　　　　チャンネルＢの出力範囲　（出荷時：１）＝０～＋１０ｖ

　 その他

　  

　 Ｉ／Ｏ、　　 同時使用の　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  Ｉ／Ｏアドレス

　 周辺状況　　 他ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   割り込み、等

　 本体　　　　パソコン本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拡張ＢＯＸ

　 システム

　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　　ＤＯＳ（　　　）　ＷＩＮ（　　　　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンパイラ　　　　　　　　　　（ｖｒ　　）

   ソフト

　　　　　　　 プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハンドラ使用？

　（動作状況）

　　　　　              　《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》　ＴＥＬ：０３（３２４７）１８４０

　御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （所在地）

ＦＡＸ

ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ
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